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お知らせ

この文書に含まれる情報は、発行時点では正確かつ信頼できるものと考えられます。ただ

し、製品の継続的な改良および改訂により、AudioCodesは公開日以降の公開資料の正

確性を保証することはできず、誤りや省略について責任を負うこともできません。この文書の

更新版はhttps://www.audiocodes.com/library/technical-documentsからダウンロードでき

ます。

この文書は予告なく変更されることがあります。

公開日 : MMMM-dd-yyyy

セキュリティの脆弱性

すべてのセキュリティ脆弱性は、vulnerability@audiocodes.comに報告されます。

カスタマーサポート

顧客向けの技術サポートおよびサービスは、AudioCodesまたは認定された AudioCodesサービ

スパートナーによって提供されます。AudioCodes 製品のテクニカルサポートの購入方法や連

絡 先 の詳 細 については、当 社 のウェブサイト https://www.audiocodes.com/services-
support/maintenance-and-supportを参照してください。

ドキュメントのフィードバック

AudioCodes は、高品質のドキュメントの作成に継続的に努めています。このドキュメントに関

す る ご 意 見 (ご 提 案 や 誤 り) が ご ざ い ま し た ら、弊 社 Web サ イ ト

https://online.audiocodes.com/documentation-feedbackのドキュメント フィードバックフォームに

ご記入ください。

AudioCodesで最新情報を入手
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1 導入

AudioCodes Meeting Insights は、ユーザーが会議で生成されたコンテンツ (音声とビデオ) を録

画し、Microsoft Teams 会議の議事録を自動的に作成できるようにする AI を活用したエン

タープライズソリューションです。

Meeting Insights は、オンライン会議のあらゆる側面を録画、転記、整理します。すべての会

議、ウェビナー、電話会議を一元管理する企業プラットフォームを提供し、組織全体で簡単

に共有できるようになります。これにより、会議コンテンツへの個人のアクセスから会社全体の

アプローチへと焦点が移り、情報に基づいた意思決定に役立ちます。

会議中、Meeting Insights の音声アシスタント「MIA」は、すべてのメモ、アクション項目、決定

事項、サマリーを録画し、会議の特定の領域をワンクリックで強調表示して、会議後に簡単

に見つけられるようにします。Meeting Insights では定期的な録画オプションが提供されてお

り、会議中にいつでも録画を一時停止したり再開したりできます。

会議の録画が終了したら、Meeting Insights の機能豊富で柔軟な Web ベースの管理ツール

を使用して、会議の録画を管理および編集できます。これには、会議の録画を公開して共

有し、すべての参加者、およびオプションで組織内のすべての連絡先または特定の連絡先

が、出席していない(または招待されていない) 場合でも会議の録画を表示できるようにする

こと、およびスライド プレゼンテーションを編集すること(スライドの追加、置換、または削除 ) が
含まれます。

Meeting Insightsの詳細については、AudioCodesのWebサイトを参照してください。

現在、Meeting Insightsでは、Teams内のPowerPoint Liveの共有コンテンツは録画

されません。

対象読者

このガイドは、企業 |組織の管理者を対象としています。
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2 導入前の要件

Meeting Insightsを導入する前に、お客様は以下を提供する必要があります。

■ 顧客のドメイン名。

■ 導入状況に関する顧客連絡先のメール

■ Meeting Insightsへの最初のアクセス (ログイン)に必要な Microsoft Entra IDユーザープリ

ンシパル名 (UPN)。

● 最初のログインには任意のユーザーアカウントを使用できます。ただし、組織の

Microsoftによるアプリケーションの委任権限ポリシー (以下にリストされています)に
従って、Meeting Insightsアプリケーションへのアクセスに同意するために組織の管理

者からの承認を要求するように求められる場合があります。

✔ ユーザーの同意を許可しない:組織の管理者の同意が必要です。

✔ 検証済みの発行元からのアプリに対して、選択した権限についてユーザーの同

意を許可する:ユーザーは同意できます (Meeting InsightsはMicrosoftによって

検証された発行元であるため)。
✔ アプリのユーザー同意を許可する:ユーザーは同意できます。

● オンボーディングプロセス中 ( Microsoft 365に接続するを参照 )、Microsoft 365の複

数の権限 (同意)を付与する必要があり、これはグローバル管理者またはクラウドア

プリケーション管理者の同意の種類に応じて、役割が決まります。これらの管理者

ユーザーは排他的に権限を付与します。各権限が付与されると、Meeting Insights
セッションは自動的にMeeting Insightsにログインしたユーザーアカウントに戻りま

す。

■ 録音を保存するのに適した地域。Microsoft Azure Cloudで地域が利用できない場合

は、デフォルトの地域が使用されます。
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3 サインイン

このセクションでは、に指示されている通り、Meeting Insights に管理者としてサインインする方

法について説明します。管理者は、通常のユーザーが実行できない管理タスクを実行できま

す。最大 5人の管理者が許可されます。

● 顧客アプリケーションが作成されると、初期管理者が追加されます。

● アプリのサインイン準備が完了すると、デフォルトの管理者にメールが届きます。

● 管理者には、完全な Meeting Insightsアクセス権限があります。

✔ 管理者はシステム構成と会議へのフルアクセス権を持ちます。

✔ 管理者は会議の所有者に代わって、会議の所有者の権限の範囲内で操作

できます。たとえば、会議の所有者が外部共有の権限を持っている場合、管理

者は会議を外部で共有できます。

➢ 管理者としてサインインするには:

1. AudioCodesからのメール内のリンク (URL)を使用して、Meeting Insightsアプリにアクセスし

ます。

地域に応じて、Meeting InsightsへのURLは次のいずれかになります。

● https://emea.meetinginsights.com/mi/login
● https://americas.meetinginsights.com/mi/login
● https://au.meetinginsights.com/mi/login

2. Login With Microsoft 365をクリック。Microsoft 365アカウントでサインインするように求めら

れます。

3. Meeting Insights管理者のUPNを使用してサインインします。
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● 最初のログインには任意のユーザーアカウントを使用できます。ただし、組織の

Microsoftによるアプリケーションの委任権限ポリシー (以下にリストされています)に
従って、Meeting Insightsアプリケーションへのアクセスに同意するために組織の管理

者からの承認を要求するように求められる場合があります。

✔ ユーザーの同意を許可しない:組織の管理者の同意が必要です。

✔ 検証済みの発行元からのアプリに対して、選択した権限についてユーザーの同

意を許可する:ユーザーは同意できます (Meeting InsightsはMicrosoftによって

検証された発行元であるため)。
✔ アプリのユーザー同意を許可する:ユーザーは同意できます。

● オンボーディングプロセス中 ( Microsoft 365に接続するを参照 )、Microsoft 365の複

数の権限 (同意)を付与する必要があり、これはグローバル管理者またはクラウドア

プリケーション管理者の同意の種類に応じて、役割が決まります。これらの管理者

ユーザーは排他的に権限を付与します。各権限が付与されると、Meeting Insights
セッションは自動的にMeeting Insightsにログインしたユーザーアカウントに戻りま

す。

4. こちらに指示されている通り、Meeting Insightsを組織のMicrosoft 365に接続します。。
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4 Meeting Insights の設定

ここで説明する 3つの手順に従って、Meeting Insightsを設定します。

➢ アプリを設定するには:

1. Microsoft Entra IDでユーザーグループを定義するで指示されている通りに、Meeting
Insightsユーザー用のMicrosoft Entra IDグループを構成します。

2. Microsoft 365に接続するに示されているように、Microsoft 365に接続します。

3. ユーザーへのMeeting Insightsライセンスの割り当てに示されているように、ユーザーグルー

プにMeeting Insightsライセンスを割り当てます。

Meeting Insights の設定をしたら、Meeting Insights アプリのテストに示されているように

設定をテストします。

Microsoft Entra ID でユーザーグループを定義する

ライセンスを割り当てる前に、エンタープライズ管理者は、Meeting Insights を使用するユー

ザーのために、Microsoft Entra IDでユーザーグループを定義する必要があります。

後でMicrosoft Entra IDグループを変更する場合は、「ライセンス管理」ページにアクセス

します(ユーザーへの Meeting Insights ライセンスの割り当て参照 )。次に、Sync and
Applyをクリックして、変更をMeeting Insightsに反映させます。

➢ Microsoft Entra ID でユーザーグループを定義するには:

1. こちらからMicrosoft Azureポータルにサインインして、管理者の資格情報を使用してアク

セスします。

2. Entra ID > Groups > All groupsに進み、New groupをクリックします。
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3. [必須 ]「Group type」ドロップダウンから Securityを選択します。

4. [強く推奨 ]グループ名をMeeting Insights Users と定義します。

5. グループに所有者を割り当てます。グループの所有者には、グループを管理するための固

有の権限があることに注意してください。メンバーの追加や削除、グループ設定の変更、

グループ名の変更、グループの説明の更新などを行うことができます。

6. グループにメンバー (ユーザーまたはグループ)を割り当てます。

7. Microsoft Azureポータルでグループの詳細を表示します。

- 6 -
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Microsoft 365 に接続する

このセクションでは、組織のMicrosoft 365 環境内のMeeting Insights アプリにさまざまなアクセ

ス許可 (同意 )を付与することを含む、Microsoft 365 (M365)に接続する方法について説明し

ます。

これらの権限は、同意の種類に応じて、グローバル管理者またはクラウド アプリケーション管

理者のロールを持つユーザーのみが付与できます。次の表では、各同意タイプと、同意を付

与できる必要なユーザーロールについて説明します。

各同意の種類をクリックすると、必要なユーザーロールで Microsoft 365 ユーザーアカウントに

サインインするためのプロンプトが表示されます。したがって、必要な管理者ユーザーロールを

持たないユーザーアカウントでMeeting Insightsにログインしている場合は、必要なロールを持

つユーザーが一時的にサインインして各同意を付与できることを確認する必要があります。こ

の管理者アカウントは排他的に権限を付与します。各権限が付与されると、Meeting Insights
セッションは、Meeting Insights にログインした最初のユーザーアカウント (つまり、あなた) に自

動的に戻ります。

同意
必要なユー

ザーロール
説明

M365 Login グローバル

管理者また

はクラウド

アプリケー

ション管理

アプリケーションに、Microsoft 365資格情報を使用して

ユーザーを認証する権限を付与します。アプリケーション

は、認証のためにユーザーをMicrosoft 365にリダイレクトし

ます (Microsoft Entra ID認証 - Microsoft OpenID
Connect)。
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同意
必要なユー

ザーロール
説明

者

Read
Microsoft
Entra ID
Groups and
Users

グローバル

管理者また

はクラウド

アプリケー

ション管理

者

アプリケーションにMicrosoft Entra IDグループおよびユー

ザーを読み取る権限を付与します。これにより、該当グ

ループのユーザーが録画機能およびアプリケーションへアク

セスできるようになります。

Allow
Meeting
Insights to
Join
Meetings

グローバル

管理者また

はクラウド

アプリケー

ション管理

者

通話情報とメディアを録画するために、テナントのTeams
会議に参加する権限をアプリケーションに付与します。

Mobile App
M365 Login

グローバル

管理者また

はクラウド

アプリケー

ション管理

者

モバイルアプリケーションに、Microsoft 365資格情報を使

用してユーザーを認証する権限を付与します。モバイルア

プリケーションは、認証のためにユーザーをMicrosoft 365
にリダイレクトします (Microsoft Entra ID認証 - Microsoft
OpenID Connect)。

Publish
Meeting
Insights
Teams
Client App
in your
Teams Store

グローバル

管理者

アクセスして進行中の会議に追加できるように、アプリケー

ションをユーザーのTeamsクライアントに追加します。アプリ

を Teamsストアに公開します。ストアでは、特定のグループ

やユーザーにアプリケーションをインストールしたり自動的に

ピン留めするポリシーを設定できます

Allow
Meeting
Insights to
be Added to
Ongoing
Meetings

■ スクリプ

ト ファイ

ルをダウ

ンロー

ド :任意

のユー

ザー

ロール

■ ダウン

ロードし

たスクリ

Meeting Insights Teamsクライアント アプリケーションに、オ

ンライン会議グローバルアプリケーションアクセスを通じて

進行中の会議に参加するための権限を付与します。
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同意
必要なユー

ザーロール
説明

プト ファ

イルを

実行し

ます:グ
ローバル

管理者

● このセクションで説明する権限の付与は、Meeting Insightsアプリケーションにのみ適

用されます。他のアプリケーションに影響を与えません。

● オプションとして、管理者は、TeamsクライアントにMeeting Insightsを追加するで説

明するように、権限を付与することなく、アプリを Teamsストアに手動で追加できま

す。

➢ Microsoft 365 に接続する：

1. Meeting Insightsにサインイン後、「M365に接続」ページが表示されます( Admin Settings
> System Settings > Connect to your M365)。「Completed」列には、 すべての同意のア

イコンが表示され、いずれの同意タイプも付与されていないことが示されます。

管理者の同意を与える

管理者の同意を与える

2. (必須 ) 「M365 Login」同意 :(許可の詳細についてはMicrosoft Entra ID Meeting Insights
Webアプリケーションを参照してください)

この同意により、Meeting Insightsアプリに、Microsoft 365資格情報を使用してユーザーを

認証する権限が付与されます。同意が承認されると、アプリは認証のためにユーザーを

Microsoft 365にリダイレクトします (Microsoft Entra ID認証 - Microsoft OpenID Connect)。
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● 他の同意に進む前に、まずこの同意を与える必要があります。

● 同意を与えるにはMicrosoft 365グローバル管理者権限が必要です。

a. 「M365 Login」の横にある Grant Admin Consentをクリックすると、Microsoft 365アカウ

ントにログインするように求められます。

b. Microsoft 365グローバル管理者アカウントにログインすると、次の権限ダイアログボッ

クスが表示されます。

c. Acceptをクリックすると、「Completed」列に アイコンが表示され、「M365 Login」の同

意が正常に付与されたことが示されます。
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後で同意を取り消した場合でも、アイコンは緑色のままになります。

3. (必須 ) 「Read Microsoft Entra ID Groups and Users」同意 :(権限の詳細はMicrosoft
Entra ID Meeting Insightsアプリケーションを参照してください)

この同意により、Meeting InsightsアプリにMicrosoft Entra IDグループとユーザーを読み取

る権限と、グループのユーザーがアプリにアクセスして録画する権限が付与されます。

● この同意は、上記のステップ 2で説明されているように、「M365ログイン」の同意を

正常に許可した後にのみ許可できます。

● 同意を与えるにはMicrosoft 365グローバル管理者権限が必要です。

管理者の同意を与える

管理者の同意を与える

a. 「Read Microsoft Entra ID Groups and Users」の横にある Grant Admin Consentをクリッ

クすると、Microsoft 365アカウントにログインするように求められます。

b. Microsoft 365グローバル管理者アカウントにログインすると、次の権限ダイアログボッ

クスが表示されます。
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c. Acceptをクリックすると、「Completed」列に アイコンが表示され、「Read Microsoft
Entra ID Groups and Users」同意が正常に付与されたことが示されます。

4. (必須 ) 「Allow Meeting Insights to Join Meetings」同意 :(権限の詳細はMicrosoft Entra
ID Meeting Insightsボットアプリケーションを参照してください)

この同意により、Meeting Insightsアプリに、テナントのTeams会議に参加して通話の情

報とメディアを録画する権限が付与されます。

● 前の手順で説明したように、「M365 Login」および「Read Microsoft Entra ID
Groups and Users」の同意を正常に付与した後にのみ、この同意を付与できます。

● 同意を与えるにはMicrosoft 365グローバル管理者権限が必要です。

管理者の同意を与える

管理者の同意を与える

a. 「Allow Meeting Insights to Join Meetings」の同意の横にある Grant Admin Consentを
クリックすると、Microsoft 365アカウントにログインするように求められます。

b. Microsoft 365グローバル管理者アカウントにログインすると、次の権限ダイアログボッ

クスが表示されます。
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c. Nextをクリックすると、2番目の権限ダイアログボックスが表示されます。

d. Acceptをクリックすると、「Completed」列に アイコンが表示され、「Allow Meeting
Insights to Join Meetings」同意が正常に付与されたことが示されます。

5. (オプション) 「Mobile App M365 Login」同意 :

この同意により、Meeting Insightsモバイルアプリに、Microsoft 365資格情報を使用する

権限が付与されます。ユーザーを認証します。同意が承認されると、アプリは認証のため

にユーザーをMicrosoft 365にリダイレクトします (Microsoft Entra ID認証 - Microsoft
OpenID Connect)。
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● この同意は、前の手順で説明したように、「M365 Login」、「Read Microsoft Entra
ID Groups and Users」、および「Allow Meeting Insights to Join Meetings」の同意

を正常に付与した後にのみ付与できます。

● この同意を付与するにはMicrosoft 365グローバル管理者の権限が必要です。

管理者の同意を与える

管理者の同意を与える

a. 「Mobile App M365 Login」の横にある Grant Admin Consentをクリックすると、

Microsoft 365アカウントにログインするように求められます。

b. Microsoft 365グローバル管理者アカウントにログインすると、次の権限ダイアログボッ

クスが表示されます。
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c. Acceptをクリックすると、「Completed」列に アイコンが表示され、「Mobile App M365
Login」への同意が正常に付与されたことが示されます。

6. 「Publish Meeting Insights Teams Client App in your Teams Store」同意：(権限の詳細は

Microsoft Entra ID Meeting Insights Teamsアプリケーションを参照してください)

この同意により、Meeting InsightsアプリがTeamsストアとユーザーのTeamsクライアントに

追加され、アクセスして進行中の会議に追加できるようになります。

● この同意を付与するにはMicrosoft 365グローバル管理者の権限が必要です。

● Teamsストアでは、特定のグループやユーザーにアプリケーションをインストールしたり

自動的にピン留めするポリシーを設定できます

● または、こちらに示されているように、「ツール」ページを使用してアプリを公開すること

もできます。
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管理者の同意を与える

管理者の同意を与える

a. 「Publish Meeting Insights Teams Client App in your Teams Store」の横にある Publish
をクリックすると、Microsoft 365アカウントにログインするように求められます。

b. Microsoft 365グローバル管理者アカウントにログインすると、次の権限ダイアログボッ

クスが表示されます。
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c. Acceptをクリックすると、「Completed」列に アイコンが表示され、「Publish Meeting
Insights Teams Client App in your Teams Store」の同意が正常に付与されたことが示さ
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れます。さらに、「Application published in your Teams store successfully」という通知

メッセージが表示されます。

d. [推奨 ]こちらに示されているように、Meeting Insightsユーザー向けにアプリケーションを

インストールしてピン留めします。

7. 「Allow Meeting Insights to be Added to Ongoing Meetings」同意 :(権限の詳細は進行

中の会議にMeeting Insightsを追加できるようにする –スクリプトを実行する必要がありま

す(オプション)を参照してください)

この同意により、Meeting Insights Teamsクライアント アプリに、オンライン会議グローバル

アプリケーションアクセスを通じて進行中の会議に参加するための権限が付与されます。

このステージでは、PowerShellスクリプト ファイルを実行して、同じ同意済みアプリ IDに接

続するアクセスポリシーを作成し、ユーザーがMiaを Teams会議にアドホックに参加でき

るようにします。

管理者の同意を与える

管理者の同意を与える

a. 「Allow Meeting Insights to be Added to Ongoing Meetings」同意の横にある

Download Scriptをクリックします。「policyScript」ファイルがPCにダウンロードされます。

b. ダウンロードしたスクリプト ファイルはオペレーティングシステムによってブロックされてい

る可能性があるため、実行前にブロックを解除してください。ブロックを解除するには、

ファイルを右クリックし、Propertiesを選択します。Windows 11を使用している場合

は、まず Show more optionsをクリックして、コンテキスト メニューにPropertiesオプショ

ンを表示します。General タブを選択し、「Security」セクションのUnblockオプションをオ

ンにします。
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● ダウンロードしたスクリプトを実行するには、コンピューターにPowerShellがインストー

ルされており、Microsoft 365グローバル管理者の権限を持っている必要があります。

● デフォルトでは、スクリプトは「Bypass」実行ポリシーで実行されます。

● スクリプトは次のPowerShellコマンドレットを実行します。

✔ Start-Process:ローカルコンピューター上でプロセスを開始します。

✔ Invoke-RestMethod:単純な HTTP/S リクエストを実行して、Meeting
Insightsでトークンを検証します。

✔ Install-Module MicrosoftTeams: Microsoft Teamsモジュールをインス

トールします。

✔ Import-Module MicrosoftTeams: Microsoft Teamsモジュールをインポー

トします。

✔ Connect-MicrosoftTeams: Microsoft Teamsに接続します。

✔ Get-CsApplicationAccessPolicy:テナントで使用するために構成され

たアプリケーションアクセスポリシーを取得します。

✔ Set-CsApplicationAccessPolicy:アプリケーションアクセスポリシーを作

成します。

c. ファイルを右クリックし、Run with PowerShellを選択します。

次のダイアログボックスが表示されます。
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d. Openをクリックすると、PowerShellが開きます。前述したように、PowerShellコマンドは

次のように実行されます。

----------------------------------------------

Start-Process (PowerShellの実行を開始します)

Invoke-RestMethod (Meeting Insightsシステムへの接続を確認します)

Install-Module MicrosoftTeams & Import-Module MicrosoftTeams (Teamsモジュール

をインストールします)

Connect-MicrosoftTeams (Teamsテナントに接続します)

Get-CsApplicationAccessPolicy (ボット IDが既に存在するかどうかを確認します)

Set-CsApplicationAccessPolicy( ボット IDをポリシーに追加します)

----------------------------------------------

e. [注：実行ポリシーを初めて変更した後は、この画面が常に表示されるとは限りませ

ん。] A (Yes to All) と入力し、Enterキーを押します。

f. 以下のプロンプトが表示されたら (常に表示されるとは限りません)、Y (Yes)」と入力

し、Enterキーを押します。
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g. 続行するには Enterキーを押してください:

上記を実行するとMeeting Insightsボット (「Mia」)のみにTeamsの会議に参加する権

限が付与されます。さらに、Meeting Insightsライセンスを持つユーザーのみが、Meeting
Insightsボットを追加して会議に参加できます。

オンライン会議グローバルアプリケーションアクセスを通じて進行中の会議に参加するため

のアクセス許可を、Meeting Insights Teamsクライアント アプリに正常に付与しました。権

限が有効になるまでに最大 30分かかる場合があります。M365管理者は、PowerShellが
インストールされ、無制限の実行ポリシーが設定されている PCからダウンロードしたスクリ

プトを実行する必要があります。

管理者の同意を与える

管理者の同意を与える

Microsoft 365の接続に成功しました。

Next:こちらに示されているようにMeeting Insightsユーザーにライセンスを割り当てます。
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「自動編集可能」機能は、この権限を持つユーザーが会議に参加した場合にのみ会議

で有効になります。ユーザーが参加していない場合、自動的に編集することはできませ

ん。

顧客のAzureエンタープライズアプリケーションにおける権限

このセクションでは、Microsoft 365 に接続するに指示されている通り、Microsoft 365 の接続と

同意のプロセス中に顧客のMicrosoft Entra ID エンタープライズアプリケーションで作成される

Meeting Insightsアプリケーションに適用されるMicrosoft Graphのアクセス許可について説明し

ます。。

Microsoft Entra ID Meeting Insights Web アプリケーション

Microsoft 365 資格情報を使用してユーザーを認証するためのアプリケーション権限を付与

し、アプリケーションは認証のためにユーザーを Microsoft 365 にリダイレクトします (Microsoft
Entra ID認証 - Microsoft OpenID Connect)。

同意を与えるには、Microsoft 365管理者の権限が必要です。

権限の説明 :

1. Microsoft Graph メール -ユーザーのメールアドレスを表示する (委任 )

2. Microsoft Graphオフラインアクセス -アクセスを許可したデータへのアクセスを維持します

(委任 )

3. Microsoft Graph openid -ユーザーのサインイン (委任 )

4. Microsoft Graphプロフィール -ユーザーの基本プロフィールを表示する (委任 )

5. Microsoft Graph User.Read -サインインしてユーザープロフィールを読み取る (委任 )

MSFT Planner との統合については、管理者が有効にしている場合 (オプション):

6. Microsoft Graph Tasks.ReadWrite -ユーザーのタスクとタスクリストの作成、読み取り、更

新、削除 (委任 )

Microsoft Entra ID Meeting Insights アプリケーション

アプリケーションにMicrosoft Entra IDグループとユーザーの読み取り権限を付与し、グループの

ユーザーがアプリケーションを録画したりアクセスしたりできるようにしますアプリケーションを有効

にして、会議にMeeting Insights Teamsアプリを追加します。

同意を与えるには、Microsoft 365管理者の権限が必要です。

1. Microsoft Graph User.Read.All -すべてのユーザーの完全なプロフィールを読み取る (アプリ

ケーション)

2. Microsoft Graph TeamsTab.ReadWriteForChat.All - Teamsアプリがすべてのチャットのすべて

のタブを管理できるようにします (アプリケーション)

3. Microsoft Graph TeamsTab.Create - Microsoft Teamsでタブを作成する (アプリケーション)
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4. Microsoft Graph TeamsAppInstallation.ReadWriteForChat.All -すべてのチャットのTeamsア
プリを管理します (アプリケーション)

5. Microsoft Graph GroupMember.Read.All -すべてのグループメンバーシップを読み取る (ア
プリケーション)

Microsoft Entra ID Meeting Insights ボットアプリケーション

通話情報とメディアを録画し、会議の参加者を読み取るために、テナントのTeams会議に参

加する権限をアプリケーションに付与します (チャット権限 )。

同意を与えるには、Microsoft 365管理者の権限が必要です。

1. Microsoft Graph Calls.JoinGroupCall.All:アプリとしてグループ通話や会議に参加する (アプ

リケーション)

2. Microsoft Graph OnlineMeetings.Read.All:オンライン会議の詳細を読み取る (アプリケー

ション)

3. Microsoft Graph Chat.ReadBasic.All:すべてのチャット スレッドの名前とメンバーを読み取り

ます (アプリケーション)

4. Microsoft Graph Calls.AccessMedia.All:アプリ (アプリケーション) として通話中のメディアス

トリームにアクセスする

内部通信アプリケーションロールの権限 :

5. BotRole:ボットロール (アプリケーション)

6. DaemonRole:デーモンロール (アプリケーション)

Microsoft Entra ID Meeting Insights Teams アプリケーション

組織のTeams ストアでMeeting Insights Teams アプリを追加および更新する権限をアプリケー

ションに付与します。

1. Microsoft Graph AppCatalog.Submit -アプリケーションパッケージをカタログに送信し、保留

中の送信をキャンセルします (委任 )

2. Microsoft Graph AppCatalog.ReadWrite.All -すべてのアプリカタログの読み取りと書き込み

(委任 )

3. Microsoft Graph openid -ユーザーのサインイン (委任 )

4. Microsoft Graph メール -ユーザーのメールアドレスを表示する (委任 )

5. Microsoft Graphプロフィール -ユーザーの基本プロフィールを表示する (委任 )

Microsoft Entra ID Meeting Insights モバイルアプリケーション

Microsoft 365 資格情報を使用してユーザーを認証するためのアプリケーション権限を付与

し、アプリケーションは認証のためにユーザーを Microsoft 365 にリダイレクトします (Microsoft
Entra ID認証 - Microsoft OpenID Connect)。

同意を与えるには、Microsoft 365管理者の権限が必要です。
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権限の説明 :

1. Microsoft Graph User.Read -サインインしてユーザープロフィールを読み取る (委任 )

Microsoft Entra ID 通知ボット アプリケーション (オプション)

Meeting Insights によって録画されたときに、テナントの Teams 会議で Microsoft Teams 録画

通知をトリガーするための権限をアプリケーションに付与します。

同意を与えるには、Microsoft 365管理者の権限が必要です。

1. Microsoft Graph Calls.JoinGroupCall.All:アプリとしてグループ通話や会議に参加する (アプ

リケーション)

2. Microsoft Graph OnlineMeetings.Read.All:オンライン会議の詳細を読み取る (アプリケー

ション)

3. Microsoft Graph Calls.AccessMedia.All:アプリ (アプリケーション) として通話中のメディアス

トリームにアクセスする

内部通信アプリケーションロールの権限。

4. BotRole:ボットロール (アプリケーション)

5. DaemonRole:デーモンロール (アプリケーション)

進行中の会議にMeeting Insights を追加できるようにする –スクリプトを実行する

必要があります(オプション)

Meeting Insights Teams クライアント アプリケーションに、オンライン会議グローバルアプリケー

ションアクセスを通じて進行中の会議に参加するための権限を付与します。

Microsoft 365 管理者は、PowerShell がインストールされ、無制限の実行ポリシーが設定され

ている PCからダウンロードしたスクリプトを実行する必要があります。

■ オンライン会議グローバルアプリケーションアクセス

ユーザーへのMeeting Insights ライセンスの割り当て

Meeting Insightsの「ライセンス管理」ページを使用すると、エンタープライズ管理者は、組織の

Microsoft Entra ID で管理されているユーザーグループにMeeting Insights ライセンスを割り当

てることができます。

ライセンスはユーザーごとに割り当てられます。ライセンスがグループに割り当てられると、そのグ

ループ内のユーザーごとに 1 つのライセンスが消費され、組織が購入したライセンスの合計数

から差し引かれます。

Entra ID からグループを選択するときは、そのグループをユーザープロフィールに関連付ける必

要もあります。ユーザープロフィールはユーザープロフィールで定義され、これらのユーザーに対

してMeeting Insightsがどのように構成されるかを決定します。
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➢ グループにライセンスを割り当てるには:

1. 「Admin Settings」メニューペインで License Managementをクリックすると、「ライセンス管

理」ページが表示されます。

2. 「Search for a group in Entra ID」フィールドに、Microsoft Entra IDで定義したグループの名

前の最初の文字を入力します( Microsoft Entra IDでユーザーグループを定義する参

照 )。次にそれを選択します(例：Meeting Insights Users (5)):

3. 「User Profile」フィールドはデフォルト ( Default User Profile (System))のままにしておきます。

これにより、ユーザーはMeeting Insightにアクセスし、会議を録画できるようになります。

[ユーザープロフィールの詳細情報はこちらを参照してください]。

4. Add Groupをクリックし、Sync and Applyをクリックすると、Meeting Insightsライセンスがグ

ループに割り当てられ、グループ内のユーザーはアプリを使用できるようになります。

5. 「ライセンス管理」ページの一番上に表示されるライセンスの割り当てを確認します。上の

図の例では、次のようになります。

● 合計ユーザーライセンス数 : 50

● 割り当てられたユーザーライセンス: 5

● 利用可能なユーザーライセンス: 45

6. [オプション]この情報と使用状況を「ダッシュボード (ライセンス消費 )」ページで表示しま

す。

以下の例では、5人のMeeting Insightsユーザーのグループにライセンスが割り当てられ、過去

7日間に録画された会議は 0件、合計で開催された会議は 0件です。
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管理者モードとユーザーモードの切り替え

管理者はオプションで管理者モードとユーザーモードを切り替えることができます。

● ページの左下隅にあるAdmin modeは、管理者としてサインインしていることを

示します。「Admin Settings」ナビゲーションペインにも、管理者としてサインインしたこ

とが示されます。

● デフォルトの管理者はシステムにログインしているユーザーである必要があります(関
連情報についてはこちらをご覧ください)。

➢ 管理者モードとユーザーモードを切り替えるには:

■ ユーザーモードにアクセスするには：ウィンドウの左下隅で、 Admin modeをクリックしま

す。管理者モードが終了し、ユーザーモードにアクセスします。デフォルトでは、User
Settingsペインが表示されます (通常は、左側のナビゲーションメニューのSettings メニュー

をクリックすると開きます)。下の図は、展開後に会議が表示されないことを示しています。

- 28 -



章4Meeting Insightsの設定 NexGen Meeting Insights |管理者ガイド

■ 管理者モードにアクセスするには：ウィンドウの左下隅で、 Admin modeをクリックしま

す。ユーザーモードが終了し、管理者モードにアクセスして、Admin Settings メニューペイ

ンと「ダッシュボード」ページを表示します。

ユーザーインターフェースの言語の変更

Meeting Insights ユーザーインターフェイス (UI) の表示言語を変更できます。言語を変更する

と、通知メール、アクティビティ ログファイル、ダウンロードされたファイルなど、Meeting Insights
の他の領域にも影響します。

言語の変更は、ユーザーマニュアルに定義されている通り、Meeting Insightsのエンド ユーザー

インターフェースを通じて行われます。

現在、ユーザーインターフェイスでは次の言語がサポートされています。

● 英語

● 日本語
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5 Meeting Insights アプリのテスト

Meeting Insightsを設定した後、Meeting Insightsグループ内のユーザーの1人を使用してアプ

リをテストするのが最適な方法です。

➢ アプリをテストするには:

1. Teams Webアプリのリンクをクリックします。

2. ユーザーのTeamsクライアントのユーザー名を入力します。

3. Nextをクリックします。
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4. ユーザーのTeamsクライアント パスワードを入力し、Sign inをクリックします。

5. ユーザーのアカウントをクリックします。
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6. Teams Webアプリで、左側のメニューバーの ...オプションをクリックします。「Search for
apps」フィールドに「Meeting Insights」と入力します。

7. Meeting Insightsアプリを選択し、その横にある Addボタンをクリックします。Meeting
InsightsがTeamsクライアントに追加されます。

8. 左側のメニューバーに新しく追加されたMeeting Insightsアイコンを右クリックします。

9. ポップアップから Pinを選択します。
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ユーザーはこれまでMeeting Insightsを使用したことがないので、会議の録画は表示され

ません。

10. TeamsのCalendarアイコンをクリックし、カレンダーで New meetingをクリックします。

11. MIA( Meeting Insights Assistant) が参加できるよう、会議の開始時刻の少なくとも5分前

に会議をスケジュールしてください。Meeting Insights Assistant( MIA) のメールアドレス

(xx.mia@meetinginsights.com)を使用して、招待者リストに追加しますMeeting Insights
は会議の2分前に参加します。

12. Start Meetingをクリックします。新しいユーザーが会議を開始して録画できることを正常に

テストしました。会議ウィンドウの上部にMeeting Insightsアプリのアイコンが表示されてお

り、MIAが参加者の1人であることを確認します。

● 上記の手順では、MIAが参加するスケジュールされた会議をテストする方法につい

て説明しています。

● 会議がスケジュールされていなかった場合は、+ Appsに移動してMeeting
Insightsを選択します。MIAが参加していることと、画面の上部にMeeting
Insightsタブがあることを確認します。

● 会議の終了時に、「List View」に移動して録画を再生します。Meeting Insightsが
会議を処理するのには時間がかかりますが、ビデオ録画はほぼすぐに表示でき、オー

ディオは再生できることに注意してください。
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6 誰がどのアクションを実行する権限を持っているか

を決定する

次の表は、Meeting Insights でどのユーザーがどのようなアクションを実行する権限を持ってい

るかを示しています。

アクション
管理

者

所有

者

委任

者

自動

編集

を許

可

参加者

ハイライト 追加 X √ √ √ √

編集 X 自分

の

自分

の

自分

の

自分の

削除 X 自分

の

自分

の

自分

の

自分の

表示 √ 自分

の

自分

の

自分

の

自分の

ブックマーク 追加 X √ √ √ √

編集 X 自分

の

自分

の

自分

の

自分の

削除 X 自分

の

自分

の

自分

の

自分の

表示 √ 自分

の

自分

の

自分

の

自分の

スニペット 追加 X √ √ √ √

編集 X 自分

の

自分

の

自分

の

自分の

削除 X 自分

の

自分

の

自分

の

自分の

表示 √ 自分

の

自分

の

自分

の

自分の
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アクション
管理

者

所有

者

委任

者

自動

編集

を許

可

参加者

スニペット共

有

制限付き X √ √ √ √

共有可能 X √ √ √ X

組織 X √ √ √ X

メモプライ

ベート

追加 X √ √ √ √

編集 X 自分

の

自分

の

自分

の

自分の

削除 X 自分

の

自分

の

自分

の

自分の

表示 X 自分

の

自分

の

自分

の

自分の

メモ公開 追加 X √ √ √ √

編集 X √ √ √ 自分の

削除 √ √ √ √ 自分の

表示 √ √ √ √ √

リキャップ 追加 √ √ √ √ X

編集 √ √ √ √ X

削除 √ √ √ √ X

表示 √ √ √ √ √

AI トリガー √ √ √ √ 誰でもトリ

ガーできる

場合、管

理者に

よって有

効化され

ます
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アクション
管理

者

所有

者

委任

者

自動

編集

を許

可

参加者

文字起こし 編集 √ √ √ √ X

削除 √ √ √ √ X

表示 √ √ √ √ √

トリガー √ √ √ √ 誰でもトリ

ガーできる

場合、管

理者に

よって有

効化され

ます

削除 - √ √ √ √ X

ダウンロード - √ √ √ √ X

会議情報 編集 √ √ √ √ X

表示 √ √ √ √ √

外部共有 所有者と相手側の両

方に共有の許可があ

る場合のみ (これは外

部共有の機密性のた

めです)。

√ √ √ √ X

内部共有 - √ √ √ √ X

サードパーティ

統合

(例：Zoho)

トリガー √ √ √ √ X
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7 チームのライブイベントやウェビナーの録画

➢ Teams ライブイベントまたはウェビナーを録画するには:

■ 招待状にMeeting Insights Assistant (MIA)の電子メールアドレスを追加するか、招待状

をMIAに転送してください。

MIAをプレゼンター |プロデューサーとして追加できません。
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8 システム設定の構成

通常のユーザーは管理タスクを実行できません。エンタープライズ管理者のみ可能です。管

理者としてログイン後、「Admin Settings」が表示されます。

ツール

AudioCodesでは、インストール追加として次の2つの補助アプリが提供されています。

■ Teamsクライアント内からポータルにアクセスするためにAudioCodesによって提供される

Meeting Insights Teamsアドオン。

■ AudioCodesが提供するMeeting Insights Outlookアドオンを使用すると、録画された会議

のスケジュール設定が容易になります | MIAを使用した会議。

「ツール」ページを使用すると、管理者は Meeting Insights アプリを Teams クライアントや

Outlookに追加できます。

➢ アプリを Teams クライアント | Outlook に追加するには:

1. 「System Settings」メニューで、Toolsオプションをクリックします。

2. (オプション)ユーザーの次の場所にMeeting Insightsアプリを追加します。

● Teamsクライアント -こちらに進む

● Outlook -こちらに進む

Teams クライアントにMeeting Insights を追加する

「ツール」ページを使用すると、管理者は Teams ユーザーの Teams クライアントに Meeting
Insightsアプリを追加できます。

● この手順は通常、こちらに示されているように「M365に接続」ページの初期セットアッ

プ中に実行されます(最後のステップ)。
● オプションとして、管理者は、以下で説明するように、権限を付与することなく、アプリ

を Teamsストアに手動で追加できます。
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➢ Meeting Insights アプリを追加するには:

1. 「System Settings」メニューで、Toolsオプションをクリックします。

2. 「Meeting Insights Teamsクライアント アプリケーション」で次のいずれかを実行します。

● Recommended Optionをクリックし、Publish in your Teams Storeをクリックします

-または-

● Meeting Insightsアプリを Teamsクライアントに手動で追加します (たとえば、組織向け

にカスタマイズされていて、Meeting InsightsがTeamsアプリの公開権限を要求するこ

とに懸念がある場合 )。

i. アプリパッケージをダウンロードします。

ii. Teamsストアに手動で追加します。Teams管理者センターで、「アプリの管理」

ページを開き、次の図に示すようにアップロードします。

iii. 生成され、アプリに割り当てられたカタログ IDを見つけます。
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iv. Meeting InsightsのTools >Manual Optionで更新します。

v. 「Catalog ID」フィールドに入力し、Submitをクリックします。
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または、こちらに示されているように「M365に接続」ページで初期セットアップ中にアプリを

追加します(最後のステップ)。

TAC経由で組織のTeams ストアにアプリを追加する

このセクションでは、Microsoft の Teams 管理者センター (TAC) を介して、組織のMicrosoft
TeamsストアにMeeting Insightsアプリを追加する方法について説明します。

➢ Teams 管理者センター経由で Teams ストアにMeeting Insights アプリを追加するには:

1. 組織のTeams管理者センターにOffice 365管理者アカウントでサインインします。

2. Teamsストアに以前のバージョンのMeeting Insights Teamsアプリがある場合は、それを削

除する必要があります。

a. 左側のナビゲーションメニューから、Teams apps > Manage appsに移動します。

b. Meeting Insightsアプリを検索し、Actions ドロップダウンメニューからDeleteを選択。

3. Meeting Insights Teamsアプリのインストールファイルをアップロードします。

a. 左側のナビゲーションメニューから、Teams apps >Manage appsに移動し、Uploadをク

リックします。
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b. 表示されたダイアログボックスで、Select a fileをクリックし、AudioCodesから受け取った

Meeting Insights Teamsアプリのインストールファイル (TeamsApp.zip)を参照して選択

します。

4. AudioCodesにアプリ IDを提供します。

a. 左側のナビゲーションメニューから、Teams apps > Manage appsに移動します。

b. アプリの一覧で新しくインストールされたMeeting Insights Teamsアプリを見つけて選択

します。

c. About タブで、「App ID」フィールドの値をコピーします。

d. こちらに示されているように、「Meeting Insightsのツールページ」の「Catalog ID」フィール

ドにアプリIDを入力します。

5. Meeting Insightsアプリを Teamsクライアント ナビゲーションバーにピン留めします。

Teamsクライアントの左側のナビゲーションバーで、3つのドット (…)ボタンをクリックし、新し

くインストールしたMeeting Insightsアプリを選択します。ナビゲーションバーにMeeting
Insightsアイコンが追加されます。
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管理者は、Meeting Insights Teamsアプリを組織全体またはアプリケーションを使用する

ユーザーグループに追加してピン留めすることをお勧めします。詳細についてはこちらをご

覧ください。

Meeting Insights Teams アプリを組織全体または特定のユーザーグループに追加し、ピン留

めする

管理者は、Meeting Insights Teams アプリを組織全体またはアプリを使用するユーザーグルー

プに追加してピン留めすることをお勧めします。

➢ 組織全体またはユーザーグループにMeeting Insights Teams アプリを追加してピン留めす

るには:

1. Microsoft Teams管理者センター (TAC)を開いて組織ポリシーに追加するか、新しいポリ

シーを作成してユーザーまたはグループに割り当てます。
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2. インストールされたアプリとピン留めされたアプリにMeeting Insights Teamsアプリを追加し

て(推奨 )、ユーザーに既定で表示されるようにします。

3. グループに適用するには、別のポリシーを作成し、インストールされてピン留めされたアプリ

にMeeting Insights Teamsアプリを追加して、次に示すようにグループを割り当てます。

4. グループに割り当てるには、セットアップポリシーオプションのGroup policy assignmentをク

リックします。
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5. グループを割り当てるには、Applyをクリックします。

Outlookアドインの設定

「ツール」ページを使用すると、管理者はMeeting Insights アプリをアドオンとして Teams ユー

ザーの Outlook に追加し、MIA を使用して Teams 会議を作成できます。以下の手順は、

Microsoft Outlookアドインを設定する方法を示しています。

➢ Outlook アドインを設定するには:

1. [推奨 ]免責事項をMeeting Insightsの「ツール」ページ (Admin Settings > System Settings
> Tools)で設定します。
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2. Download Add-Inボタンをクリックしてアドインをダウンロードします

3. Microsoft 365管理者センターを表示するには、https://admin.microsoft.com/にログインし

ます。
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4. 前の図に示すように、Show Allをクリックします。

5. 上の図のように Settings メニューを展開し、Integrated appsオプションをクリックします。
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6. Upload custom appsオプションをクリックします。

7. 「App type」ドロップダウンから、Office Add-inを選択し、Upload manifest (.xml) from
deviceオプションを選択して、Choose Fileをクリックします。XML検証後、Nextをクリックし

ます。
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8. アドインを使用できるユーザーを選択し、Nextをクリックします。

9. アプリケーションに必要な権限をクリックして承認し、Nextをクリックします。
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10. 展開を確認して、Finish deploymentをクリックします。

展開が完了したら、上図に示す画面を表示します。

ストレージ

デフォルトでは、Meeting Insights は、会議の録画音声、画面共有コンテンツ、生成された画

像、文字起こし、AI 分析情報を、地域の設定に合わせて調整され、AudioCodes データセン

ターでホストされている別のMicrosoft Azure Blobストレージに保存します。

ただし、組織が独自の会議録画、文字起こし、および分析情報をホストする必要がある場

合は、組織のMicrosoft Azure Blob Storage アカウントまたは Amazon Web Services アカウント

(Amazon S3バケット )にストレージを有効にする Bring Your Own Blob Storage (BYOS)機能を利

用できます。この機能により、組織はストレージインフラストラクチャの所有権を保持し、アクセ

ス権限を管理し、完全な制御を維持できます。

- 50 -



章8システム設定の構成 NexGen Meeting Insights |管理者ガイド

Bring Your Own Blob StorageにはBYOS機能キーが必要です。

さまざまなストレージオプションの詳細については、次のセクションを参照してください。

■ AudioCodes Azure Blobアカウントでホストされるストレージ

■ 顧客のAzure BLOBアカウントでホストされるストレージ

■ 顧客のAmazon S3アカウントでホストされるストレージ

➢ Meeting Insights のストレージ アカウントを表示するには:

1. Admin Settingsナビゲーションメニューペインで、System Settingsを展開し Storageをクリッ

クします。デフォルトのストレージアカウントが表示されます (例 : Europe LRS)。

次の表は、テーブル列について説明しています。

表の列 説明

名前 ストレージ (LRS)が配置されている地域を表示します (例 :
「Canada LRS」)。

状態 ストレージアカウントへの接続の状態を表示します。

■ 「接続済み」

■ 「切断済み」

■ 「失敗」

消費済み 使用されているストレージ容量 (GB単位 )を表示します。

注 :この列は、ローカル冗長ストレージ (LRS) と地理冗長ストレージ

(GRS)に適用されます。

先月の成長 先月のストレージの変化を表示します。これは通常、増加 (成
長 )を示しますが、作成された会議録画よりも削除された会議録

画の方が多い場合は、減少を示します。

Available Storage 利用可能なストレージ容量の合計 ( GB単位 )を表示します。
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表の列 説明

注 :この列はGRSにのみ適用されます。

Storage Left(スト

レージ残量 )
残りのストレージ容量 ( GB) を表示します。

注 :この列はGRSにのみ適用されます。

Month Left(残り

月 )
ストレージがいっぱいになるまでの残り月数の推定値を表示しま

す。

AudioCodes Azure Blob アカウントでホストされるストレージ

Meeting Insightsアプリケーションは、録画されたメディア (オーディオ、画面共有コンテンツ、生

成された画像 ) とサマリー (文字起こし、概要、アクション項目、AIによって生成された分析情

報 )を、地域の設定に合わせて調整され、AudioCodesデータセンターでホストされている個別

のAzure Blobストレージコンテナに保存します。

ストレージがAudioCodes Azure Blob ストレージ アカウントでホストされている場合、会

議の録画は専用のアクセス制限されたストレージに保存されます。AudioCodes は、

SaaS サービスのストレージ インフラストラクチャを所有しています。会議データの所有権

(コンテンツに対する権利と制御を含む)は、組織のみが保持します。

Meeting Insightsは、次のAzureストレージオプションをサポートしています。

■ Local redundant storage (LRS):これはローカルの冗長ストレージであり、データは同じ地域

に複製されます。デフォルトでは、Meeting InsightsはAudioCodesデータセンターに単一の

ストレージ LRSプラットフォームを提供します。このストレージプラットフォームには、ストレー

ジ監視機能は含まれていません。

■ Geo-redundant storage (GRS):これは地理的に冗長化されたストレージであり、データは 2
つの地域 (プライマリとセカンダリ)にわたって複製されます。GRSの利点は、地域的な停止

が発生した場合でも録画が保護されることです。GRSが必要な場合は、AudioCodesから

この機能を購入できます。GRSは機能キーによって有効化され、ストレージ容量 (GB)も
指定します。このストレージプラットフォームを使用すると、ストレージを監視できます。

ストレージの接続状態と容量を監視するには、ストレージの接続状態と容量の監視を参照

してください。

● Meeting Insightsは、AudioCodesによってホストされている場合、ストレージを制限

しません。

● Meeting InsightsのデフォルトのストレージはLRSです。

● GRSはAudioCodesから購入できる機能です。

➢ AudioCodes がホストするストレージを表示するには:

■ 「システム設定」メニューで、Storageオプションをクリックすると、デフォルトのストレージアカ

ウントが表示されます (例 : Europe LRS)。
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顧客のAzure BLOB アカウントでホストされるストレージ

組織が独自の会議録画、文字起こし、分析情報をホストする必要がある場合は、組織の

Microsoft Azure Blob Storageアカウントにストレージを有効にする Bring Your Own Blob Storage
(BYOS) 機能を利用できます。この機能により、組織はストレージ インフラストラクチャの所有

権を保持し、アクセス権限を管理し、完全な制御を維持できます。

ストレージが組織のAzure Blobストレージ アカウントでホストされている場合、会議の録

画はこのAzure Blobストレージに保存されます。組織はストレージ インフラストラクチャを

所有し、アクセス権限を制御し、それを管理します (つまり、完全な制御を維持します)。
このBYOSオプションは、内部または外部の規制に準拠するために会議の録画をネット

ワーク/データセンターでホストしておく必要がある組織を対象としています。

BYOS を構成した後、ユーザープロフィールを使用してこれらのストレージ アカウントを特定の

ユーザーに割り当てることができ、これらのユーザープロフィールに関連付けられたユーザーの

録画が指定されたストレージの場所に保存されるようになります。

BYOSストレージを追加するには、次の主な手順が含まれます。

1. Azure Blobストレージアカウントの設定。

2. ストレージアカウントを使用してMeeting Insightsを構成する (BYOS)。
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● Bring Your Own Blob StorageにはBYOS機能キーが必要です。Meeting Insights
アプリケーションで利用できない場合は、サービスプロバイダーにお問い合わせくださ

い。

● BYOSアカウントがMicrosoft 365テナントに登録されていることを確認します。

● ストレージの場所がMeeting Insights展開インスタンスから地理的に離れている場

合、パフォーマンスの遅延が発生する可能性があります。

● 表示名、電子メール、Azure OIDなどの顧客のユーザー情報、および時間、期間、

件名、参加者、招待者などの録画された会議のメタデータは、顧客ごとにMeeting
Insightsの個別のデータベースに保存されます。

● ユーザーが複数のユーザープロフィールに割り当てられている場合、すべてのプロ

フィールを同じストレージで構成する必要があります。ユーザーが個別の保存場所を

持つユーザープロフィールに割り当てられている場合、ユーザー録画は任意の保存

場所に保存されます。

● アクティブな会議録画がない場合にのみ、追加されたBYOSストレージを削除でき

ます。

Azure Blob Storage アカウントの定義

BYOSでMeeting Insightsを構成する前に、まず Azure Blob Storageアカウントにストレージ コン

テナを構成する必要があります。このプロセスには、Shared Access Signature (SAS) トークンと

URL の生成が含まれます。これらは、後で Meeting Insights で BYOS を構成するときに必要に

なります。さらに、このプロセスには、SAS トークンの開始日時と有効期限の日時を指定するこ

とも含まれます。

このセクションでは、ストレージ コンテナを備えたAzure Blob Storageアカウントがあること

を前提としています。

➢ Azure Blob Storage アカウントを設定します。

1. (顧客テナントの) Microsoft Azureポータルにログインしますアカウント。

2. 「ストレージアカウント」ページにアクセスし、関連する Blobストレージアカウントを選択し

ます。

3. Data storage > Containersに移動し、メディアを保存するコンテナを選択します。

4. コンテナを右クリックし、ドロップダウンメニューからGenerate SASを選択すると、Generate
SASダイアログボックスが開きます。
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5. Generate SASダイアログボックスで、ストレージへのアクセス設定を構成します。

a. 署名方法グループで、Account keyオプションを選択します。

b. 「Signing key」ドロップダウンリストから Key 1を選択します。

c. 「Stored access policy」ドロップダウンリストから、共有アクセスポリシーを選択します。

d. 「Permissions」ドロップダウンリストから、リストされているすべての権限チェックボックス

を選択 (チェック) します。

e. 「Start」フィールドと「Expiry」フィールドで、署名されたキーの開始日時と有効期限をそ

れぞれ定義します。

Meeting InsightsのBYOCの場合、SAS トークンの有効期限は少なくとも 3 か月である

必要があります。

f. (推奨 )「Allowed IP Addresses」フィールドに、Meeting Insightsの IPアドレスを入力しま

す。

● AudioCodesでは、ネットワークへのアクセスを制限し、潜在的な脆弱性を軽減する

ために、このポイントツーポイント接続 (特定の IPアドレス)を使用することを推奨して

います。

● IPアドレスを取得するには、AudioCodesの担当者にお問い合わせください。

g. Allowed protocols groupで HTTPS onlyオプションを選択し、HTTPSプロトコルを使用し

た要求のみを許可します。

h. Generate SAS token and URLボタンをクリックすると、共有アクセス署名 (SAS) トークン

とURLが生成され、ボタンの下のフィールドに表示されます。
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6. Blob SAS URLをコピーして安全な場所 (メモ帳など)に貼り付けます。このURL( SAS トーク

ンキーを含む)は、Meeting InsightsでこのBYOSストレージを構成するときに必要になりま

す( BYOSでMeeting Insightsを構成する参照 )。

BYOSでMeeting Insights を構成する

Azure Blob Storage アカウントを構成し、SAS URL を生成したら、BYOS を使用して Meeting
Insightsを構成できます。

Meeting Insights には BYOS ストレージ容量が表示されません。ストレージの監視は、

Azure Blobストレージアカウントを通じてのみ実行できます。

➢ BYOSでMeeting Insights を構成するには:

1. 「システム設定」メニューで、Storageオプションをクリックすると、デフォルトのストレージアカ

ウントが表示されます (例 : Europe LRS)。

2. Bring Your Own Blob Storageボタンをクリックすると、次のダイアログボックスが表示されま

す。
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3. 「Friendly Name」フィールドに、Blobストレージコンテナのわかりやすい名前を入力します。

これは、後で簡単に識別できます。特に、複数のBlobストレージコンテナを追加する場

合に便利です (例 :「West US BYOS」または「North Europe BYOS」)。

4. 「Blob SAS URL」フィールドに、Azure Blob StorageアカウントからコピーしたBlob SAS URL( SAS
トークンキーも含む)を貼り付けます( Azure Blob Storageアカウントの定義参照 )。

5. Applyをクリックすると、BYOSがMeeting Insightsに追加されます。

6. BYOSアカウントをユーザープロフィールに関連付けるには、ユーザープロフィールに示され

ているように、「Select Storage」ドロップダウンリストから選択します。

ストレージ接続ステータスの監視については、ストレージの接続状態と容量の監視を参照し

てください。

BYOSストレージへの接続の問題

Meeting InsightsがBYOSストレージにアクセスできない場合は、複数回の再試行後に録画が

削除されます。BYOS ストレージへの接続が失われる原因としては、次のようなものがありま

す。

■ ストレージが存在しない

■ ネットワークの問題

■ SAS トークンキーの有効期限が切れた

Meeting Insights では、30 日後、7 日後、有効期限当日に、電子メールとシステムアクティビ

ティログの両方でトークンキーの有効期限が近づいたことを通知します。さらに、ストレージへ

の接続が失われた場合やトークンキーの有効期限が切れた場合、Meeting Insightsはアラー

ムをトリガーします。

● SAS トークンキーの有効期限は少なくとも 3か月である必要があります。

● 停止や録画の潜在的な損失を防ぐために、期限が切れる前に新しいSAS トークン

キーを生成し、新しいキーでMeeting Insightsを更新することが重要です。
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顧客のAmazon S3 アカウントでホストされるストレージ

ただし、組織が独自の会議録画、文字起こし、および分析情報をホストする必要がある場

合は、組織の Amazon Web Services (AWS) ストレージ アカウント (Amazon S3 バケット ) にスト

レージを有効にする Bring Your Own Blob Storage (BYOS)機能を利用できます。

ストレージが組織のAWSストレージアカウントでホストされている場合、すべての会議の

録画はこのAWSストレージに保存されます。組織はストレージ インフラストラクチャを所

有し、アクセス権限を制御し、それを管理します (つまり、完全な制御を維持します)。こ

の BYOS オプションは、内部または外部の規制に準拠するために会議の録画をネット

ワーク/データセンターでホストしておく必要がある組織を対象としています。

ユーザー プロフィールに指示されている通り、BYOS エンティティを設定したら、それを特定の

ユーザー(ユーザープロフィール) に割り当てる必要があります。これにより、ユーザープロフィー

ルに関連付けられたユーザーの会議の録画が、指定された Amazon S3 バケットに保存される

ようになります。

Meeting Insightsが会議の録画とデータを Amazon S3バケットに送信できるようにするには、組

織のAWS ストレージアカウントへのアクセス許可と、Amazon S3 バケットへの読み取り/書き込

みアクセス許可を付与する必要があります。Meeting Insights はMicrosoft Azure でホストされ

ているため、クロスクラウド認証を実装し、AudioCodes AWS アカウントを使用して組織のAWS
ストレージ アカウントで認証し、一時的な資格情報を取得します。Meeting Insights はこれら

の認証情報を使用して組織の AWS ストレージアカウントに直接アクセスし、会議の録画と

データを Amazon S3 バケットに保存します。このプロセスは、Azure Entra ID と AWS Identity and
Access Management (IAM) 間の信頼を確立するためのOpenID Connect (OIDC) フェデレーショ

ンと、多層クライアント分離アーキテクチャを組み合わせることで、そして永久的な資格情報を

発行しないことで高度にセキュリティ保護されています。

Amazon S3バケットを作成したら、AWSストレージアカウントには、AudioCodesにアカウントへの

信頼とアクセス権を付与する定義済みの IAM ロールと、Amazon S3 バケットへの読み取り/書
き込み権限を付与する関連 IAMポリシーが必要です。

IAM リソースプロセスを容易にし、効率化するために、Meeting Insights は、組織のAWS スト

レージアカウント ID とAmazon S3バケットのURLに基づいて、すぐに展開できる YAMLベースの

スタック テンプレート (スクリプト ) ファイルを自動的に提供します。必要なのは、AWS
CloudFormation サービスを使用して、Amazon S3 バケット用のこの YAML ファイルをアップロード

したスタックを作成することだけです。アップロードされると、CloudFormation は適切なセキュリ

ティを備えたすべての必要な AWS IAM リソースを自動的に作成します。

■ AudioCodesのクロスクラウド ロール (AWSストレージアカウントへのアクセス)を信頼するた

めの IAMロール。

■ 特定のAmazon S3バケットへの読み取り/書き込み権限を付与する IAMポリシー。

■ 他の顧客グループを公開することなく適切な信頼関係を構築します。
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● 組織のAWSストレージアカウントで BYOSを設定する場合は、管理者権限でサイ

ンインする必要があります。

● 組織のAWSストレージアカウントのセキュリティを確保するため、S3バケット用に取

得された認証情報は一時的なものです。

● スクリプト ファイルは、組織のAWSストレージアカウント IDのロールと、特定の

Amazon S3バケットへのアクセスを許可するポリシーを作成します。同じ AWSスト

レージアカウントに追加のBYOSを作成する必要がある場合は、追加のAmazon
S3バケットにアクセスするためのポリシーを定義するスクリプト ファイルのみを

CloudFormationにアップロードする必要があります。

● AudioCodesと組織のAWSストレージアカウント間の専用の信頼「トンネル」は、ア

カウントのBlock all public access設定 (オフまたはオン)に影響されません。ただ

し、AudioCodesでは、セキュリティ上の理由から、すべてのパブリックアクセスをブロッ

クすることをお勧めします。

AWSベースのBYOSを追加するには、次の主な手順が含まれます。

1. Amazon S3バケットの作成。

2. ストレージアカウントを使用してMeeting Insightsを構成する (BYOS)。

● Bring Your Own Blob StorageにはBYOS機能キーが必要です。Meeting Insights
アプリケーションで利用できない場合は、サービスプロバイダーにお問い合わせくださ

い。

● ストレージの場所がMeeting Insights展開インスタンスから地理的に離れている場

合、パフォーマンスの遅延が発生する可能性があります。

● 表示名や電子メールなどの顧客のユーザー情報、および時間、期間、件名、参加

者、招待者などの録画された会議のメタデータは、顧客ごとにMeeting Insightsの
データベースに保存されます。

● ユーザーが複数のユーザープロフィールに割り当てられている場合、すべてのプロ

フィールを同じストレージで構成する必要があります。ユーザーが個別の保存場所を

持つユーザープロフィールに割り当てられている場合、ユーザー録画は任意の保存

場所に保存されます。

● アクティブな会議録画がない場合にのみ、追加されたBYOSストレージを削除でき

ます。

Amazon S3 バケットを作成

BYOSでMeeting Insightsを構成する前に、Amazon S3ストレージを構成する必要があります。

これには主に、組織のAWSストレージ アカウントに S3バケットを作成して構成することが含ま

れます。
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➢ Amazon S3 バケットを作成 :

1. 組織のAWSストレージアカウント。

2. Amazon S3サービスにアクセスします。検索バーで「S3」を検索すると見つかります。

3. 左側のナビゲーションペインで、General purpose bucketsを選択します。

4. Create bucketボタンをクリック。

5. 「Bucket name」には、バケットの一意の名前を入力します (例 : 「meeting-insights」)。

6. バケットを配置する AWS地域を選択します。

7. 必要に応じて、バケットのプロパティを構成するか、デフォルトのままにします。

8. Create bucketボタンをクリックしてプロセスを完了します。これで、Amazon S3にバケットが

作成されました。

Amazon S3 バケットの作成の詳細については、Amazon のドキュメントを参照してくださ

い。

AWSベースのBYOS用にMeeting Insights を構成する

Amazon S3 バケットを作成したら、Meeting Insights に AWS ベースの BYOS を追加する必要が

あります。

Meeting Insights には BYOS ストレージ容量が表示されません。ストレージの監視は、

AWSストレージアカウントを通じてのみ実行できます。

➢ AWSベースのBYOS用にMeeting Insights を構成するには:

1. Admin Settingsナビゲーションメニューペインで System Settingsを展開します。次に

Storageをクリックします。「ストレージ」ページが表示され、Meeting Insightsのデフォルト ス

トレージ (例 : Europe LRS)が一覧表示されます。

2. Bring Your Own Blob Storageボタンをクリックすると、次のダイアログボックスが表示されま

す。
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3. 「Friendly Name」フィールドに、Amazon S3バケットのわかりやすい名前を入力します。これ

は、後で簡単に識別できます。特に、バケットが複数ある場合に便利です (例 :「West US
BYOS-AWS」または「North Europe BYOS-AWS」)。

4. 「AWS URL」フィールドに、Amazon S3バケットのエンドポイント URL (例 : https://bucket-
name.s3.eu-west-1.amazonaws.com/)を貼り付けます。

URLを貼り付ける際は、「amazonaws.com」の後のすべてを削除します。たとえば、URL
がhttps://bucket-name.s3.eu-west-1.amazonaws.com/myobject/の場合、/myobject/
を削除します。

Amazon S3コンソールからURLを取得できます。

a. Amazon S3コンソールにサインインします。https://console.aws.amazon.com/s3/をご覧

ください。

b. 左側のナビゲーションペインで、General purpose bucketsを選択します。

c. 汎用バケットリストで、前の手順で作成したバケットの名前をクリックします( Amazon
S3バケットを作成参照 )。オブジェクト リストが表示されます。

d. オブジェクト リストでバケットのオブジェクトを選択し、次にCopy URLをクリックします。

URLがクリップボードにコピーされます:
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5. 「AWS Account ID」フィールドに、組織のAWSストレージアカウントの IDを入力します。

アカウント IDは、バケットのURLをコピーした同じページ (または他のページ)のAmazon S3
コンソールから取得できます。

a. Amazon S3コンソールの右上隅にある Account IDをクリックすると、ドロップダウンペイ

ンが表示されます。

b. 「Account ID」の下にあるクリップボードにコピーするアイコンをクリックすると、IDがクリッ

プボードにコピーされます。

6. Nextをクリック。次のメッセージボックスが表示されます。
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同じ AWSストレージ アカウント IDで BYOSをすでに作成している場合は、YAML ファイ

ルをダウンロードするためのリンクがAssign role to storage( Create Role And Assign
To Storageの代わりに) を表示します。これは、ロールがすでに存在し、この AWS スト

レージ アカウント IDに最初のBYOSを追加したときに作成されたためです。したがって、

YAML ファイルでは、新しい BYOSに関連付けられた特定のAmazon S3バケットにアク

セスするための権限をMeeting Insightsに付与するポリシーを作成するだけで済みます。

7. Create Role And Assign To Storageアイコンをクリックして、YAMLファイル (role-and-
policy.yaml)をコンピューターにダウンロードし、次の操作を実行して、Amazon S3バケット

へのMeeting Insightsのアクセス権限を付与し、AWS CloudFormationサービスを使用し

て、IAM リソースのYAMLファイルテンプレートに基づいてスタックを作成します。

IAM リソースはグローバルで地域に依存しないため、単一の IAMロールで複数の地域の

バケットにアクセスでき、ポリシーにリストされているバケットが異なる AWS地域に存在し

ても構わないため、このプロセスはどのAWS地域でも実行できます。

a. 組織のAWSストレージアカウント。

b. 検索バーに「CloudFormation」と入力し、結果から選択すると、AWS CloudFormation
サービスのコンソールが表示されます。

c. 左側のナビゲーションペインで、Stacksを選択し、次にCreate stack ドロップダウンメ

ニューからWith new resources (standard)を選択してスタック作成ウィザードを開きま

す。

d. スタックの作成ウィザード ページで、次の操作を行います。

i. Prerequisite - Prepare template下で、Choose an existing templateオプションを

選択します。

ii. Specify template下で、Upload a template fileを選択し、Choose fileをクリックし

ます。次にMeeting Insights (上記 )からダウンロードした YAMLファイルを選択しま

す。
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e. ファイルのアップロードが完了したら、Nextをクリックします。スタックの詳細を指定する

ウィザード ページが表示されます。

f. 「Stack name」フィールドにスタックの名前を入力します。

g. Nextをクリック。スタックオプションの構成ウィザード ページが表示されます。

h. ページの一番下までスクロールし、I acknowledge ...チェックボックスを選択します。

i. Nextをクリック。「確認と作成ウィザード」ページ (最後 )が表示されます。
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j. 必要に応じて追加の設定を定義し、次に Submitをクリックします。スタックの作成は

進行中です。これはスタックのページの「Status」フィールドに示され、作成が完了する

と「CREATE_COMPLETE」と表示されます。

作成されたスタックのリソースを表示し、Meeting Insightsに権限を付与したい場合は、リ

ソースタブを選択します。次の2つのリソースが作成されます。

● AudioCodesAccessRole: AudioCodesを識別し、組織のAWSストレージアカウントへの

アクセス許可を許可する IAMロール。

● AudioCodesS3Policy:上記のロールの IAMポリシーは、指定されたAmazon S3バケット

に書き込む (会議の記録とデータを送信 )ために、組織のAWSストレージアカウントへ

のMeeting Insightsの限定的なアクセス許可を付与します。

同じ AWS ストレージアカウント ID に対して BYOS をすでに作成している場合は、

AudioCodesS3Policy リ ソー ス の み が 表 示 さ れ ま す。 こ れ は、ロー ル

(AudioCodesAccessRole) がすでに存在し、このAWS ストレージ アカウント ID に最初

のBYOS を追加したときに作成されたためです。したがって、YAML ファイルでは、新しい

BYOS に関連付けられた特定の Amazon S3 バケットにアクセスするための権限を

Meeting Insightsに付与するポリシーを作成するだけで済みます。

上記の各リソースをクリックすると、その定義を表示できます。または、ストレージページの

Meeting Insightsで省略記号をクリックして定義をダウンロードして表示することもできま

す。BYOSエンティティの省略アイコン をクリックし、ロールスクリプトを作成するまたはスト

レージ スクリプトにロールを割り当てることができます。

8. Meeting Insightsのユーザーインターフェースに戻り、開いたダイアログで YAML ファイルを正

常に実行しましたチェックボックスを選択します。
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9. Finishをクリック。新しい BYOS AWSストレージがストレージページにリストされ、「Status」列
に「Pending」と表示されます。その後、組織のAWSストレージアカウントに接続されると、

「Connected」と表示されます。

10. BYOSストレージアカウントをユーザープロフィールに関連付けるには、ユーザープロフィー

ルに示されているように、「Select Storage」ドロップダウンリストから選択します。

ストレージ接続ステータスの監視については、ストレージの接続状態と容量の監視を参照し

てください。
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BYOSストレージへの接続の問題

Meeting Insights が Amazon S3 バケット ストレージにアクセスできない場合、接続を何度か再

試行した後、会議の録画が削除されます。BYOS への接続が失われる原因としては、次のよ

うなものがあります。

■ Amazon S3バケットはもはや存在しません

■ ネットワークの問題

ストレージの接続状態と容量の監視

Meeting Insights を使用すると、ストレージの接続状態とストレージ容量 (ストレージ プラット

フォームによって異なります) を監視できます。プラットフォームごとのストレージ監視のサポート

は次のとおりです。

ストレージ プラットフォーム
ストレージ容

量の監視

AudioCodes Azure Blobストレージアカウントによってホストされるストレー

ジ

ストレージ監

視は、Blobス

トレージオプ

ションによって

異なります。

■ LRS:監視

が提供さ

れません。

■ GRS:監視

は、

Meeting
Insights
(以下で説

明 )を通じ

て行われ

ます。

顧客のAzure BlobストレージアカウントまたはAWSアカウントによってホ

ストされるストレージ

監視は、顧

客のAzure
Blobストレー

ジアカウントま

たはAWSアカ

ウントを通じて

行われます

(Meeting
Insightsを通

じてではありま

せん)。
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以下では、Meeting Insightsを使用してストレージの接続状態とストレージ容量を監視する方

法について説明します。

➢ ストレージの接続性と容量を監視するには:

■ 「System Settings」メニューで、Storageオプションをクリックすると、ストレージアカウントが表

示されます。

ストレージの接続ステータスと容量は、ページ上の次のフィールドを使用して監視されます。

表の列 説明

名前 ストレージが配置されている地域を表示します (例 : 「Canada LRS」、
「Europe GRS」、「West US BYOS」)。

状態 ストレージプラットフォームへの接続のステータスを表示します。

■ 「接続済み」

■ 「切断済み」

■ 「失敗」

■ 「保留中」

消費済み 使用されているストレージ容量 (GB単位 )を表示します。

注 :この列は、GRS用のAudioCodesホスト ストレージにのみ適用されま

す。

先月の成

長

先月のストレージの変化を表示します。これは通常、増加 (成長 )を示し

ますが、作成された会議録画よりも削除された会議録画の方が多い場

合は、減少を示します。

注 :この列は、GRS用のAudioCodesホスト ストレージにのみ適用されま

す。

Available 利用可能なストレージ容量の合計 ( GB単位 )を表示します。
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表の列 説明

Storage 注 :この列は、GRS用のAudioCodesホスト ストレージにのみ適用されま

す。

Storage
Left(スト

レージ残

量 )

残りのストレージ容量 ( GB)を表示します。

注 :この列は、GRS用のAudioCodesホスト ストレージにのみ適用されま

す。

Month Left
(残り月 )

ストレージがいっぱいになるまでの残り月数の推定値を表示します。

注 :この列は、GRS用のAudioCodesホスト ストレージにのみ適用されま

す。

BYOSエンティティの削除

BYOSエンティティを削除できます。

BYOSエンティティを削除すると、BYOSに関連付けられているそれ以降のすべての会議

の録画とユーザーのデータ (ユーザープロフィール)は保存されません。

➢ BYOSエンティティを削除するには:

1. Admin Settingsナビゲーションメニューペインで、System Settingsを展開し、Storageをク

リックします。Storageページが表示されます。

2. 削除したい BYOSエンティティの省略記号 (3つのドット )アイコンをクリックし、ドロップダウン

メニューからDeleteを選択すると、確認メッセージボックスが表示されます。

3. Deleteをクリックして確定します。

タグ

会議の録画にタグを追加すると、録画内の特定の情報を簡単に検索できるようになります。

➢ タグを定義するには:

1. 「System Settings」メニューで、Tagsオプションをクリックします。
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2. All Tagsバーにマウスを移動し、 アイコンをクリックします。

3. フィールドで、タグ名を入力して Enterキーを押します。

4. メニューから Add Aliasを選択します。
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タグの下に 2つのカテゴリレベルの「エイリアス」を追加できます。これらのカテゴリレベルに

より、企業会議を主題 (製品など)ごとに整理しやすくなります。

5. 必要に応じて、削除アイコンまたは編集アイコンを選択して、会議の節目の作成を容易

にします。

デバイス

管理者は、企業の物理的な会議室でデバイスを定義する必要があります。Meeting Insights
は、会議室に物理的に参加しているスピーカーを音声で識別しますが、特定のユーザーをデ

バイスに割り当てることはありません。部屋の電子メールアドレスを定義するだけで、デバイス

を部屋に関連付けることができます。

➢ デバイスを構成するには:

1. 「System Settings」メニューで、Devicesオプションをクリックします。

2. デバイスのメールを入力し、Addをクリックします。

3. デバイスユーザーのメールを入力し、Addをクリックします。

多数の出席者が座っている会議室に設置された CAPに通話が着信し、そのデバイスが

特定のユーザーに関連付けられていない場合、Meeting Insightsによる録画管理は実行

できません。電子メールアドレスを定義するだけで、電話を特定のユーザーに関連付け

て、録画管理が可能になります。

Meeting Insightsは、会議のすべての出席者の電子メールアドレスを使用してデバイス上

でスピーカー検出を適用することに注意してください。つまり、招待されたユーザーの音声

プリントが利用可能な場合は、それがデバイスのスピーカー検出に使用されます。
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9 ユーザー設定の構成

管理者は次のユーザー設定を構成できます。

■ ユーザープロフィール

■ 管理者プロフィール

■ ライセンスありのユーザー

■ ライセンスなしのユーザー

■ 会議の保持ポリシー

■ 録画通知

■ ユーザー設定

ユーザープロフィール

ライセンスが割り当てられたユーザーのみが、自分のプロフィールに従ってMeeting Insightsにア

クセスしたり、会議を録画したりすることができます。ライセンスを持たず会議に参加した残りの

ユーザーは、Meeting Insightsにアクセスできません。Meeting Insightsは情報をキャッシュし、会

議情報に表示します。Meeting Insightsを使用するには、ユーザーは少なくとも 1つのユーザー

プロフィールに接続されている必要があります。Meeting Insights には 3 つのユーザープロフィー

ルが提供されます。管理者はさらに作成できます。

こちらで「ライセンスのないユーザー」ページも参照してください。管理者は収集された情報を

確認し、必要に応じて削除できます。ライセンスを持っていたものの、ライセンスの割り当てが

解除されたユーザーもこのページに表示されます。

3つのプロフィールが提供されます。

■ デフォルトのユーザープロフィール(システム)。このプロフィールは、会議へのユーザーアク

セスが含まれるデフォルト プロフィールです。

■ 外部制限付き共有 (システム)。このプロフィールにより、ユーザー会議および制限された

外部共有へのアクセスが可能になります。

■ 外部全共有 (システム)。このプロフィールにより、ユーザー会議へのアクセスと、制限付き

アクセス、および外部の関係者とのリンク共有の両方が可能になります。

● プロフィールがMicrosoft Entra IDグループに割り当てられている間は、プロフィールを

削除することはできません。プロフィールを削除する前に、グループを別のプロフィール

に割り当てる必要があります。

● ユーザーにユーザープロフィールを割り当てるには、ユーザーへのMeeting Insightsラ
イセンスの割り当てを参照してください。

➢ ユーザープロフィールを構成するには:

1. 「User Settings」メニューで、User Profilesオプションをクリックします。
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2. 3つのデフォルト プロフィールを表示します。

● 上の図は、ステップ 3でライセンスをこちらに割り当てた際に実行した、Default User
Profile (System)で割り当てられたMeeting Insights Users (5)を示しています。

● 下の図では、グループが割り当てられていません。ユーザープロフィールにグループを

割り当てるには、こちらに示されたライセンスを割り当てるときにステップ 3を参照して

ください。

3. すでに使用可能な 3つのユーザープロフィールに別の (カスタマイズされた)ユーザープロ

フィールを追加するには、New Profileをクリックします。

4. 以下の表を参考にしてフィールドを設定します。

フィールド 説明

「User Profile
Name」

後で効果的に管理できるように直感的な名前を入力します

「Description」 後で効果的に管理できるようにプロフィールの説明を入力します
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フィールド 説明

Permissions

Access User
Meetings

このオプションは常に有効になっており、ユーザーが会議にアクセスする

ために使用されます。無効にすることはできません。このオプションはグ

レー表示されており、ユーザーは自分が主催または参加した会議、お

よび自分と共有された会議に常にアクセスできることを示しています。

このオプションは常に有効になっており、無効にすることはできません。

External
Restricted Share

この設定を有効にすると、ユーザーは会議の録画を会議に参加した

外部の関係者と共有できるようになります。会議の録画にアクセスす

るには、外部の関係者は電子メールの確認とコード アクセスのプロセ

スを実行する必要があります。

注：このオプションはデフォルトで無効になっています。

External Share
with a Link

この設定を有効にすると、会議の録画をリンクで共有できるようになり

ます。リンクを知っている人は誰でも録画にアクセスできるようになりま

す。

注：このオプションはデフォルトで無効になっています。

Premium
Transcription

「Premium Transcri」オプションはヘブライ語話者にのみ適用され、ほと

んどの場合利用できません。テナントレベルで制御可能です。このオ

プションに興味がある場合は、サービスプロバイダーにお問い合わせく

ださい。

注：このオプションはデフォルトで無効になっています。

Can Edit Other
Users Meetings

「Auto Can Edit」設定が有効になっているユーザーは、会議の前に自

動的に「編集可能」権限を取得します。つまり、この権限により、会

議の所有者と同じレベルの制御権が与えられ、共同所有者になりま

す。閲覧、編集などが可能です。(会議の主催者と同じ)。これは、会

議サイド パネルまたは会議共有オプションを通じて「Can View」を「Can
Edit」に変更した場合に利用できる権限と同じです。

注：このオプションはデフォルトで無効になっています。

Salesforce ユーザーは、AIによって生成された会議の概要を組織のSalesforceプ
ラットフォームに送信できるようになります。

注 :このオプションは、Meeting Insightsを Salesforce と統合した場合に

のみ使用できます( Meeting Insights と Salesforceの統合参照 )。

Zoho ユーザーがアクションアイテムを組織のZohoプラットフォームに送信で

きるようにします。

注 :このオプションは、Meeting Insightsを Zoho と統合した場合にのみ

使用できます( Meeting Insights と Zohoの統合参照 )。

monday ユーザーが組織のmonday.comアカウント (ワークスペース、ボード、グ
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フィールド 説明

ループ)にアクションアイテムを送信できるようにします。

注 :このオプションは、monday.com とMeeting Insightsを統合した場合

にのみ使用できます (Meeting Insights とmonday.comの統合参照 )。

Mobile
Application
Access

Meeting Insightsスタンドアロンモバイルアプリへのアクセスと使用を有

効にします。

注：このオプションはデフォルトで有効になっています。

Recording

Enable プロフィールに割り当てられたグループ内のユーザーが、開催する会議

を録画できるようにします (会議の開催者である必要があります)。

注：このオプションはデフォルトで有効になっています。

User Meetings プロフィールに割り当てられたユーザーが会議に招待され、そのユー

ザーが会議の主催者である場合、MIAがそのユーザーの会議を録画

できるようになります。

次のチェックボックスを 1つ以上選択することで、さまざまなプラット

フォームでこの機能を有効にできます。

■ MSFT Teams Hosted by Organization: (デフォルト )組織がホストす

るMicrosoft Teams会議。

注：このオプションはデフォルトで有効になっています。

■ MSFT Teams Hosted by Other Organization:他の組織がホストす

るMicrosoft Teams会議 (ユーザーが外部のTeams会議を録画

できるようにする参照 )。

注：このオプションはデフォルトで無効になっています。

■ Zoom Meetings:組織または他の組織が主催する Zoom会議

(ユーザーが Zoom会議を録画できるようにする参照 )。

注：このオプションはデフォルトで無効になっています。

■ Google Meetings:組織または他の組織が主催する Google Meet
会議 (ユーザーがGoogle Meet会議を録画できるようにする参

照 )。

注：このオプションはデフォルトで無効になっています。

Import Meeting
Recordings

ユーザーがサードパーティツールによって作成された会議の録画を

Meeting Insightsにインポートできるようにします。

注：このオプションはデフォルトで有効になっています。

Recording on
Mobile App

Meeting Insightsスタンドアロンモバイルアプリを使用しているときに、

ユーザーが (携帯電話のマイクを使用して)会話をアドホックに録画で
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フィールド 説明

きるようにします。

注：

■ このオプションはデフォルトで有効になっています。

■ このオプションは、Mobile Application Access トグルボタン (上記参

照 )がオンになっている場合にのみ利用可能です。

Select Storage Meeting Insightsでは、会議の音声記録、画面共有コンテンツ、生

成された画像、文字起こし、AI Insightsが、地域の設定に合わせて

調整され、AudioCodesデータセンターでホストされる別のAzure Blob
ストレージに保存されます。

データの完全な制御と所有権を求めるお客様は、Bring Your Own
Storage (BYOS)のMeeting Insightsサポートを使用して、組織のプライ

ベート ストレージアカウントにのみデータを保存できます。次のアカウ

ントが可能です。

■ Microsoft Azure Blob Storageアカウント (さまざまな場所用 )。詳細

については、顧客のAzure BLOBアカウントでホストされるストレー

ジを参照してください。

■ AWS Amazon S3アカウント (さまざまな場所用 )。詳細については、

顧客のAmazon S3アカウントでホストされるストレージを参照してく

ださい

BYOSをセットアップして構成したら、それらをユーザープロフィールに割

り当てて、これらのユーザープロフィールに割り当てられたユーザーの

録画とデータを指定されたストレージに保存できるようになります。

ストレージアカウントを構成するには、ストレージを参照してください。

Meeting
Recordings
Retention
Period

会議録画の保持ポリシー (期間 )を定義します。会議録画がこの期

間を超えると、Meeting Insightsによって削除されます。

詳細については、会議の保持ポリシーを参照してください。

Allow Users to
Extend
Recordings
Retention

ユーザーは、会議を可能な限り最大の保存期間 (つまり、カスタム定

義されている場合は 3年以上 )に設定することで、保存期間 (上記

のMeeting Recordings Retention Periodで定義 )を上書きできます。

詳細については、会議の保持ポリシーを参照してください。

AI, STT Settings

Automatic
Triggering

会議の録画に対して AIを活用した分析情報の自動生成を有効に

します。詳細については、AIの自動起動の有効化を参照してくださ

い。

注：このオプションはデフォルトで無効になっています。
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フィールド 説明

Auto Approve
Action Items

ユーザーの承認を必要とせずに、AIを活用したアクションアイテムを通

常のアクションアイテムとして追加 (および要約メールに含める)できる

ようになります。無効にした場合は、それらは提案されたアクション項

目として追加され、ユーザーの承認が必要です。

Enable AI
Templates

AI生成の要約を特別なテンプレートに準拠させることができます。詳

細については、テンプレート ベースのAIを活用したサマリーの有効化

を参照してください。

注：このオプションはデフォルトで無効になっています。

5. Applyをクリックします。このユーザープロフィールにユーザーグループを割り当てることがで

きます。こちらをステップ 3( ライセンスの割り当て)で参照してください。

AIの自動起動の有効化

Meeting Insights を有効にすると、特定のユーザープロフィールに属するユーザーの会議録画

に対して AI を活用したインサイトを自動的に生成できます。有効にすると、会議の開始時に

言語を選択するようにユーザーに求めるメッセージは表示されません。

● アプリケーションに「Automatic AI Triggering」が含まれていないが、その機能を追加

する場合は、サービスプロバイダーにお問い合わせください。

● AI生成は会議の終了時に行われ、時間がかかる場合があります (最大で会議の

所要時間の半分まで)。
● 「Automatic Publish」が設定されているユーザーの場合、生成された分析情報を含

む会議のサマリーは、生成が終了すると会議の内部参加者に自動的に送信されま

す。

➢ AIを活用した自動分析を有効にするには:

1. Admin Settings メニューペインで User Settingsを展開し、User Profilesをクリックすると、

「ユーザープロフィール」ページが表示されます。

2. User Profileを選択すると、「ユーザープロフィールの編集」ページが表示されます。

3. AI, STT Settingsグループで、Automatic Triggering トグルスイッチをクリックしてオンにしま

す。
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4. 次のいずれかを選択します。

● Automatic AI: (デフォルト ) AIを自動的にトリガーして、転写と分析情報を生成しま

す。

● Automatic STT Only: AIを自動的にトリガーして、文字起こしのみを生成します。

5. Language下で、次のいずれかを実行します。

● Automatic Language Detection と Preferred Dialect: (デフォルト ) Meeting Insightsが会

議で話された主要言語を自動的に検出し、AIを活用した文字起こしとインサイトを

生成できるようにします。言語に複数の方言がある場合、Meeting Insightsでは、音

声テキスト変換サービスに使用する優先方言を選択できます。方言を選択すると、

文字起こしの精度が向上し、音声テキスト変換サービスで話された単語を正しく識

別して認識できるようになります。

i. 「Automatic Language Detection」チェックボックスを選択します。

ii. 「Select Preferred Dialect」ドロップダウンリストから、言語ごとに優先方言を選択し

ます。
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● 選択できるのは言語ごとに1つの方言です。たとえば、リストに英語とフランス語の複

数の方言が含まれている場合、次の例に示すように、それぞれに対して 1つの方言

のみを選択できます。

● ドロップダウンリストで利用可能な言語と方言を追加または削除するには、AIを活

用した文字起こしの有効化と構成を参照してください。

● デフォルトの会議言語 : AIを活用した文字起こしと分析のために、会議のデフォルト

言語を設定できます。

i. 「Automatic Language Detection」チェックボックスをオフにします(選択されている場

合 )。

ii. ドロップダウンリストから特定の言語を選択するか、Select Language During
Meetingを選択して会議中にユーザーに言語を選択するよう促します。

6. Insightsの下で、対応するチェックボックスをクリックして、AIによって自動的に生成される

Insightsを選択します。

● サマリー(以下のいずれかを選択 ) ：

◆ 箇条書き

◆ 段落

◆ 話者

● アクションアイテム

● 問題と解決策
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● 質問と回答

● 準備

AIを活用したインサイトは、自動 AIオプションを選択した場合にのみ自動で生成されま

す(手順 4を参照 )。

7. Meeting Types下で、すべての会議または特定の会議タイプで AIを自動的にトリガーす

るかどうかを選択します。

● All Meetings -すべての会議で AIをトリガーします。

● Select Meeting Types：特定の種類の会議で AIをトリガーします。

◆ Meetings with External Parties:外部招待者との会議に対してのみ AIをトリガー

します。

◆ Meetings with <number> Invitees or More:指定された数以上の招待者がいる

会議に対してのみ AIをトリガーします。

8. Applyをクリックします。

テンプレート ベースのAIを活用したサマリーの有効化

AI 生成のサマリーをカスタムレイアウト テンプレートに準拠させるように設定できます。テンプ

レートを使用すると、会議の概要を特定の形式に準拠させることができます。たとえば、組織

では、「会議の議題」、「主な懸念事項」、「望ましい目標」などの特定の用語を使用してサ

マリーを分類する必要がある場合があります。

テンプレートの使用が有効になっている会議の録画の所有者は、1 つ以上のテンプレートに

基づいて AIを活用したサマリーを実行できます。つまり、所有者は同じ会議録画の複数のサ

マリーを生成でき、それぞれが異なるテンプレートに基づいています。

Meeting Insightsでは、次の種類のテンプレートが提供されます。

■ カスタムテンプレート :組織の特定のニーズに合わせてカスタマイズします。利用可能なカ

スタムテンプレートを表示するには、AIを活用したカスタムテンプレートの表示と命名を参

照してください。

■ ライブラリテンプレート :ほとんどの組織に適した事前に構築されたテンプレート。利用可

能なライブラリテンプレートを表示するには、AIを活用したライブラリテンプレートの表示と

命名を参照してください。
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利用可能なテンプレートの一覧を表示するには、AIを活用したカスタムテンプレートの表

示と命名を参照してください。

➢ テンプレート ベースのAIによるサマリーを有効にするには:

1. Admin Settings メニューペインで、User Settingsを展開し、User Profilesをクリックします。

2. New Profileをクリックして新しいユーザープロフィールを追加するか、既存のユーザープロ

フィールを選択します。

3. AI, STT Settings下で、Enable AI Templates トグルボタンをクリックし、AI生成サマリーのテ

ンプレートをオンにします。

4. 「Select Templates」フィールドをクリックすると、セクターとそのテンプレートを一覧表示する

次のダイアログボックスが表示されます。

5. Sectorsペイン下でセクターを選択し、次にTemplatesペイン下で、必要なセクターのテンプ

レートを選択します。

6. 追加のセクターのテンプレートを選択する場合は、前の手順を繰り返します。

7. ダイアログボックスの外側の任意の場所をクリックしてダイアログボックスを閉じます。

「Select Templates」フィールドに「Templates」と、選択したテンプレートの数が表示されま

す。

8. Applyをクリックします。

ユーザープロフィールごとの会議録画の種類

ユーザープロフィールごとに、Meeting Insightsボット Miaで録画できる会議の種類を選択でき

ます。これらの会議プラットフォームには、次のいずれかが含まれます。
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■ 自組織が主催するMicrosoft Teams会議これらの会議はデフォルトで許可されます。

■ 他組織が主催するMicrosoft Teams会議 (ユーザーが外部のTeams会議を録画できる

ようにする参照 )。

■ 組織または他の組織が主催する Zoom会議 (ユーザーが Zoom会議を録画できるように

する参照 )。

■ 組織または他の組織が主催する Google Meet会議 (ユーザーがGoogle Meet会議を録

画できるようにするを参照してください)。

ユーザーが外部のTeams 会議を録画できるようにする

特定のユーザー プロフィールに関連付けられたユーザーが、他の組織によってホストされる

Microsoft Teams会議 (外部 Teams会議 )を録画できるようにすることができます。

外部のTeams会議に参加して録画するMeeting Insights ボットの名前をカスタマイズすること

もできます。

➢ ユーザーが外部のTeams 会議を録画できるようにするには:

1. Admin Settings メニューペインで、User Settingsを展開し、User Profilesをクリックします。

2. 外部のTeams会議の録画を有効にするユーザーを含むユーザープロフィールを選択する

と、「ユーザープロフィールの編集」ページが表示されます。

3. RecordingセクションのMetering Typesグループで、「MSFT Teams Hosted by Other
Organization」チェックボックスをオンにします。

4. Applyをクリックします。

5. (オプション) Meeting Insightsボットの名前をカスタマイズするには(詳細はサードパーティの

会議アプリ向けのMeeting Insightsボット名と通知のカスタマイズを参照してください):

a. Admin Settings メニューペインで、Integrationsを展開し、UC Recordingをクリックしま

す。

b. MSFT Teams Hosted by Other Organizationsの「Bot Name」フィールドで、ボット名を構

成します。使用できるプレースホルダーを表示するには、iアイコンをクリックします。
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c. Applyをクリックします。
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Meeting Insights で外部の Teams 会議を録画するには、他の組織の管理者が匿名

ユーザーに Teams 会議への参加を許可する必要があります。他の組織の管理者は、

匿名ユーザーを管理するさまざまな方法を持っています(詳細の参照先：匿名の参加者

の管理に関するMicrosoftのドキュメント ) :
● 組織全体のポリシー: Teams管理者センターで「Anonymous users can join a

meeting」設定を有効にする必要があります (既定 )。

● 特定の会議ポリシー：会議の主催者は、会議のポリシーで匿名ユーザーの参加が

許可されていることを確認する必要があります。デフォルトでは、これは許可されてい

ます( 「未確認の参加者は参加前に情報を確認する必要がある」は無効になってい

ます)。

ユーザーが Zoom会議を録画できるようにする

Zoom 会議を録画できるようユーザー(特定のユーザープロフィールに関連付けられている) を
有効化できます。

➢ ユーザーが Zoom会議を録画できるようにするには:

1. Zoomを有効にするユーザーが関連付けられているユーザープロフィールを選択します。
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2. [オプション] 「UC録画統合」ページ(Admin Settings > Integrations > UC Recording)の「Bot
Settings」の「Zoom Bot Name」フィールドで、Zoomボット名を設定します。

3. 「Zoom Bot Name」の横にある iアイコンをクリックし、ツールヒントを参照として使用します。
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● 「Zoom Bot Name」フィールドには、括弧で囲まれた<UserDisplayName>が含まれ

ます。

● これは、Zoom Botが会議に参加するために使用する名前です。

4. Applyをクリックします。

ユーザーがGoogle Meet 会議を録画できるようにする

特定のユーザープロフィールに関連付けられたユーザーが、Meeting Insights によって Google
Meet 会議を録画できるようにすることができます。Google Meet は、組織内または外部の組

織 (外部会議 )でホストできます。

Google Meet 会議に参加して録画する Meeting Insights ボットの名前と、ボットが参加したと

きに表示される録画通知メッセージをカスタマイズすることもできます。詳細については、サード

パーティの会議アプリ向けのMeeting Insights ボット名と通知のカスタマイズを参照してくださ

い。

Meeting Insights で外部のGoogle Meet 会議を録画するには、他の組織の管理者が

匿名ユーザーに会議への参加を許可する必要があります。他の組織の管理者は、匿名

ユーザーを管理するさまざまな方法を持っています。詳細については、Googleのドキュメ

ント主催者コントロールで会議へのアクセスを制御するをご覧ください。

➢ ユーザーがGoogle Meet 会議を録画できるようにするには:

1. Admin Settings メニューペインで、User Settingsを展開し、User Profilesをクリックします。

2. Google Meet会議の録画を有効にするユーザーを含むユーザープロフィールを選択する

と、「ユーザープロフィールの編集」ページが表示されます。

3. RecordingセクションのMetering Typesグループ下で、「Google Meetings」チェックボックス

をオンにします。

4. Applyをクリックします。
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管理者プロフィール

管理者プロフィールを設定できます。

デフォルトでは、管理者の数は 5人に制限されています。さらに必要な場合は、サービス

プロバイダーにリクエストできます。

➢ 管理者プロフィールを構成するには:

1. 「User Settings」メニューの下にある Admin Profilesオプションをクリックします。

2. 追加する管理者のメールアドレスを入力し、Addをクリックします。

● 追加されたメールアドレスは、デフォルトの管理者となる管理者のメールアドレスで

す。

● デフォルトの管理者にはフルアクセス権限があり、すべての「Meeting Insights」 ページ

にアクセスして、すべてを実行したり表示したりできます。

● アクセス権を失った場合、またはデフォルトの管理者アカウントが利用できないか削

除されている場合は、サービスプロバイダーに連絡して、指定したアカウントを設定し

て管理者アカウントをリセットしてください。

ライセンスありのユーザー

「ライセンスユーザー」ページでは、管理者はシステム内のすべてのライセンスユーザーとその

権限を表示できます。このページでは、ユーザーが自分の録画に完全にアクセスするために別

のユーザーを必要とする場合に備えて、管理者がユーザーに代表者を割り当てることもできま

す。たとえば、従業員が会社を退職する場合、割り当てられた担当者は退職する従業員の

会議録画に対する所有者アクセス権を持ちます。

➢ ライセンスユーザーを管理するには:

1. 「User Settings」メニューで、「Licensed Users」オプションをクリックします。
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2. ライセンスを取得したユーザーを 1人選択するか、ライセンスを取得したユーザーを複数

選択するか、またはNAME列の横にあるボックスをオンにして、ライセンスを取得したユー

ザーをすべて選択します。

3. 管理者権限アイコンや録画通知アイコンなどの権限アイコンの上にマウスを移動すると、

アイコンを識別するツールヒントがポップアップ表示されます。

4. 必要な権限アイコンの下で、 ポップアップから、ALL、EnabledまたはDisabledを選択

します。

5. [オプション]代表者を追加 :代表者を追加するユーザーの隣にあるアイコン をクリックし

ます。

6. 「Search」フィールドに、代表者として追加するユーザーの名前を入力します。

ライセンスを付与されたユーザーのみを他のユーザーの代表として追加できます。

7. ボックスにチェックを入れて、Applyをクリックします。代表者として追加したユーザーの名前

は、「ライセンスユーザー」ページのREPRESENTATIVES列に表示されます。

8. 「lock」 アイコンが表示されている場合は表示します(前の図には示されていません)。
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● 目的 : 「lock」アイコンは、組織内でユーザーアカウントが変更されるまれな場合に表

示されるセキュリティ機能です。

● 元従業員のユーザープリンシパル名 (UPN)が再利用されると、アイコンが表示され

ます。これは、従業員が組織に戻った場合、または同じ UPNが新しい従業員に割

り当てられた場合に発生する可能性があります。リストされているアカウントの横にこ

のアイコンが表示されている場合、組織の管理者がその従業員 (ユーザー)に退席

した従業員の会議録画へのアクセスを許可するには、アイコンをクリックしてロックを解

除します。新しい従業員にアクセスを許可したくない場合は、サービスプロバイダーの

サポートにサポート チケットを開いて競合を解決してください。

● この機能で可能なこと：
✔ 同じ UPNを持つユーザーが検出されると、アカウントはロックされます。

✔ ロックにより、新しいユーザーが古いユーザーに代わって古い会議の録画にアクセ

スできなくなります。

✔ ロックにより、新しいアカウントの新規録画とログインも停止されます。

● 管理者はユーザーのロックを解除することができ、ユーザーは以前のユーザーの会議

録画にアクセスできるようになります。

a. ユーザーを選択します。

b. アイコンをクリックします。

ライセンスなしのユーザー

「ライセンスのないユーザー」ページでは、管理者はシステム内のすべてのライセンスのないユー

ザーを管理できます。ライセンスのないユーザーとは、ライセンスのあるユーザーの会議に参加

し、参加した会議の一部として表示するために名前や UPN などの情報がシステム内に保持

されているユーザー、または以前にライセンスを持っていたユーザーです。

ライセンスのないユーザーがMeeting Insights から、たとえばサマリーに関するメールを受信した

場合、ユーザーが会議の録画にアクセスするためのボタンをクリックすると、次のメッセージが表

示されます。
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● 管理者は、ユーザーの情報を削除する必要がある場合、これらのユーザーを削除で

きます。

● 会議が削除された後にユーザーが会議に参加すると、ユーザーとその情報が再度追

加されます。

● ページからユーザーを削除しても、会議からそのユーザーの表示名は削除されませ

ん。

➢ ライセンスのないユーザーを管理するには:

1. 「User Settings」メニューで、Unlicensed Usersオプションをクリックします。

2. (オプション)「Name」の横にあるボックスをオンにして、ページにリストされているライセンスの

ないユーザーをすべて選択します。すべて選択解除するには、同じボックスをもう一度ク

リックします。

3. ライセンスのないユーザーを 1人選択するか、各エントリの横にあるボックスをオンにしてラ

イセンスのないユーザーを複数選択します。ライセンスのないユーザーの合計数のうち、選

択したライセンスのないユーザーの数が表示されます。

4. (オプション)ページをフィルタリングする

● 「Name」: 「Name」列の下のStart Withフィールドに、名前の文字を入力します。

● 「Email」: 「Email」列の下のStart Withフィールドに、メールアドレスを入力します。

● 「Entra ID OID」:「Entra ID OID」列の下のStart Withフィールドに、Microsoft Entra ID
ユーザーのOIDを入力します。

● 「Representatives」: 「Representatives」列の下のStart Withフィールドに、代表者の名

前を入力します。

● :ALL、Unlockedまたは Lockedのユーザーでフィルタリングします。

● 「Added Date & Time」:MM/DD/YY - MM/DD/YYをクリックし、ポップアップ表示される

カレンダーで期間の開始日と終了日を選択します。
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● ロックアイコンは、組織内でユーザーアカウントが変更される場合にまれに表示され

るセキュリティ機能です。

● 元従業員のユーザープリンシパル名 (UPN)が再利用されると、アイコンが表示され

ます。これは、従業員が組織に戻った場合、または同じ UPNが新しい従業員に割

り当てられた場合に発生する可能性があります。リストされているアカウントの横にこ

のアイコンが表示されている場合、組織の管理者がその従業員 (ユーザー)に退席

した従業員の会議録画へのアクセスを許可するには、アイコンをクリックしてロックを解

除します。新しい従業員にアクセスを許可したくない場合は、サービスプロバイダーの

サポートにサポート チケットを開いて競合を解決してください。

● この機能で可能なこと：
✔ 同じ UPNを持つユーザーが検出されると、アカウントはロックされます。

✔ ロックにより、新しいユーザーが古いユーザーに代わって古い会議の録画にアクセ

スできなくなります。

✔ ロックにより、新しいアカウントの新規録画とログインも停止されます。

● 管理者はユーザーのロックを解除することができ、ユーザーは以前のユーザーの会議

録画にアクセスできるようになります。

会議の保持ポリシー

Meeting Insightsを使用すると、会議の録画のユーザー (つまり、ユーザープロフィール)の保持

ポリシー (期間 ) を定義できます。会議の録画の保持期間を超えると、Meeting Insights は関

連データを削除します。

グローバル保存期間だけでなく、以下の特定の(例外 ) データの保存期間も定義できます：

■ 会議記録のメディア(音声とビデオ)

■ 会議録画の書き起こし

■ 会議録画のAI生成インサイト (要約、会議準備、概要、アクション項目、質疑応答、

問題と解決策 )

メディアと文字起こしの保持期間をゼロ (0) に定義できます。これにより、Meeting Insights は
AI概要を生成し、録音や文字起こしを保存しません。
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● このセクションでは、可能なすべての保持設定について説明します。ただし、これらの

各保持オプションを利用できるかどうかは、購入したMeeting Insightsプランによって

異なります。

● 会議の録画は、会議の所有者 /主催者に関連付けられたユーザープロフィールに

よって定義された保持期間を継承します。

● 保存期間を変更すると、ユーザープロフィールに関連付けられたユーザーが所有す

る過去と未来の両方のすべての会議の録画に適用されます。保持設定がすぐに有

効になります。そして、新しい保持ポリシーに従って会議データを永久削除します。

変更された保持期間が短い場合、この制限を超える既存の会議録画は直ちに削

除されます。

● ユーザーを別のユーザープロフィールに再割り当てすると、そのユーザーの既存の会

議録画すべてに、新しいユーザープロフィールの保持ポリシーが適用されます。新し

いユーザープロフィールの保持期間を超えた会議の録画は、直ちに削除されます。

● メディア記録の保持期間がゼロ日の場合、ユーザーはサードパーティのオーディオファ

イル (wav)のみをインポートできます。またはaac。形式 (ビデオファイルではありませ

ん)

➢ 保持期間を定義するには:

1. Admin Settings メニューペインで User Settingsを展開し、User Profilesをクリックすると、

「ユーザープロフィール」ページが表示されます。

2. User Profileを選択すると、「ユーザープロフィールの編集」ページが表示されます。

3. 会議録画のグローバル( メディア、文字起こし、AI生成のインサイト )保持期間を構成す

るには:

Recordingグループ下で、「Meeting Retention Period」ドロップダウンリストからグローバル保

持期間を選択します。

● 90日間

● 180日間

● 1年 -デフォルト

● 2年 ( 730日 )

● 3年 ( 1,095日 )

● Customをクリックし、特定の日数を入力します。
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4. メディア、文字起こし、またはAI生成の分析情報の特定の保持期間を定義して、グロー

バル設定を上書きするには (手順 3)、次の手順を実行します。

a. Exceptionをクリックして内容を拡大 :
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b. 会議の録画 (音声とビデオ)の保持期間を指定するには、「Meeting Recording」チェッ

クボックスをオンにし、「Retention Period」ドロップダウンリストから保持期間を選択しま

す。

c. 会議の録画の文字起こしの保存期間を指定するには、「Transcription」チェックボック

スをオンにし、「Retention Period」ドロップダウンリストから保存期間を選択します。

d. AIによって生成されたインサイトの保持期間を指定するには、「AI Insights」チェックボッ

クスをオンにし、「Retention Period」ドロップダウンリストから保持期間を選択します。

保持例外期間の場合 :
● 例外期間は2025年6月9日以降に作成された会議の録画にのみ影響します。

● ゼロ日間の保持期間は、メディア (「会議記録」)と文字起こし (「文字起こし」)に対

してのみサポートされます。

● 例外の保存期間を定義すると、「Meeting Retention Period」フィールド(手順3を参

照 )には、最高保存期間の例外と同じ値が自動的に表示されます。。

5. ユーザーが選択した会議記録の保存期間を可能な限り長く延長できるようにするには、

Allow Users to Extend Recordings Retentionチェックボックスをオンにします。これにより、以

前に選択した保持期間が上書きされます。

6. Applyをクリック。設定に応じて、次のいずれかの確認メッセージが表示されます。

● グローバル保持期間のみを定義した場合 ( 「Meeting Retention Period」フィールド) ：

● 例外保持期間を定義した場合 :
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7. Applyをクリックして確認します。

Microsoft 録画通知

Meeting Insights が有効になると、Teams 会議のMicrosoft 録画通知をトリガーできます。有

効にして会議を録画した場合に、Meeting Insights によってMicrosoft が会議参加者に音声

と視覚的な通知を提供するようになります。この設定は、Meeting Insightsユーザーによって上

書きすることはできません。

会議の録画は、所有者 (主催者 ) または録画通知が有効になっている参加者 (内部 ) が会

議に参加した場合にのみ開始されます。所有者が会議を退席した場合でも、会議に参加し

ている組織内の参加者のうち少なくとも 1 人が録画通知を有効にしている限り、録画は続

行されます。所有者が会議を退席し、他の参加者に録画通知が有効になっていない場合、

録画は一時停止されます。所有者または録画通知が有効になっている他の参加者が再度

参加すると、録画が再開されます。Microsoft の録画通知機能が無効になっている場合は、

所有者または他の参加者が会議に参加したか、退出したか、または参加も退出もしなかっ

たかどうかに関係なく、録画は続行されます。

このセクションで説明する録画通知を有効にする手順には、Teams 管理者の権限を必

要とするMicrosoftスクリプトの実行が含まれます。

➢ Meeting Insights によって録画された会議中に録画通知をトリガーするには:

1. Admin Settings メニューペインで、User Settingsを展開し、Recording Notificationsをクリッ

クします。

2. Meeting Insightsによって録画された会議中に Teamsの録画通知をトリガーできるように

管理者の同意が与えられていることを確認します。
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は同意が得られたことを示します

は同意がまだ与えられていないが、与えられる必要があることを示します

● 同意が得られていない場合は、ページを編集できません。

● 録画通知には、「M365に接続」ページから「Allow Meeting Insights to be Added to
Ongoing Meetings」スクリプトを正常に実行する必要があります。このスクリプトによ

り、通知ボットが会議情報にアクセスできるようになります。

3. まだ同意が得られていない場合は、Grant Admin Consentをクリックします。

4. M365管理者アカウントでサインインします。

5. Microsoftのアプリ権限を承認します。
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6. Nextをクリックすると、次のアプリ権限ダイアログが表示されます。
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7. Acceptをクリックします。

8. ユーザープロフィールを有効にします。

● たとえば、デフォルトのユーザープロフィールDefault User Profile (System)を有効にし

ます。

● このプロフィールを持つすべてのユーザーは、自分が主催する会議中に録画通知を

受け取ります。
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● ユーザープロフィールを構成する方法については、こちらを参照してください。

9. ユーザープロフィールを変更すると、「録画通知」ページに次のメッセージが表示されま

す。

10. Download Configuration Scriptボタンをクリックします。スクリプトはM365管理者が実行

する必要があります。

Microsoft で録画通知を有効にするには、スクリプト を実行する必要があります。

Microsoftの構成が有効になるまでに時間がかかる場合があります。録画通知が有効に

なっているユーザーの会議は、Microsoft側で構成が有効になるまで録画されません。

11. Download Configuration Scriptをクリックすると、次のプロンプトが表示されます。

● Microsoft Edgeのみで「Keep」プロンプトが表示されます。

● Chromeはすぐにダウンロード オプションを表示します。

12. (Edgeの場合 ) Keepをクリックします。

13. (Chromeの場合 )ダウンロード アイコンをクリックします。

14. ダウンロードした policy script.ps1ファイルを右クリックします。
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15. Run with PowerShellオプションを選択します。

16. Openをクリックします。
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17. Yesをクリックします。

18. PowerShellで「A」と入力して Enterキーを押します。

19. スクリプトが実行されると、上の図に示すように「Transcript stopped」という表示と、下の図

の「録画通知」ページに「Successful」というメッセージが表示されます。

● ユーザーに録画通知を有効にすると、ユーザーの通話確立が遅くなる可能性があり

ます。

● Microsoft Entra IDグループを削除したり、通知の録画が有効になっているユーザー

プロフィールにMicrosoft Entra IDグループを追加したりするには、変更を有効にする

ためにスクリプトをダウンロードして実行する必要があります。
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ユーザー設定

ユーザーに対して次の設定を構成できます。

■ メール通知の設定 - メール通知参照

■ 会議録画の公開時間の設定 -公開時間の設定参照

メール通知

Teams のテナントでの会議中にユーザーに対してMicrosoft の録画通知を有効にする権限を

使用して、Meeting Insightsを構成できます。

➢ 電子メール通知を管理するには:

1. 「User Settings」メニューで、User Preferencesオプションをクリックします。電子メール通知オ

プションは、Default User Email Notificationsグループの下に表示されます。

2. Ownerで、会議録画の所有者への電子メール通知を構成します。

メール通知 説明

所有者

AI終了 :準備完了または失敗 AIサマリーが完了し、そのステータスが準備完了 |失
敗したことを示す電子メール通知をユーザーに送信す

る |送信しない場合は、オン |オフを切り替えます。

会議処理失敗のメール通知 会議処理が失敗したことを示す電子メール通知を

ユーザーに送信 |送信しない場合は、オン |オフを切

り替えます。

文字起こし終了 :準備完了ま

たは失敗

オン |オフにすると、文字起こしが完了し、そのステー

タスが準備完了 |失敗であることを示す通知がユー

ザーに送信されます |送信されません。

毎週の未公開会議のリマイン

ダー

未公開の会議についてユーザーに通知する電子メー

ル通知を毎週送信するかどうかをオン |オフに切り替

えます。
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メール通知 説明

他の人の代表として追加/削
除されました

オン |オフにすると、ユーザーが他のユーザーの代表と

して追加された |削除されたことを示す通知がユー

ザーに送信されます |送信されません。

準備ができたらサマリーメールを

受け取る(まだ公開されていな

い会議の場合 ) - 「自動公開し

ない」に設定されている場合の

み

オン |オフにすると、サマリーの準備ができたことを示す

電子メールがユーザーに送信されます |送信されませ

ん (未公開の会議の場合 )。ユーザーが「自動公開し

ない」に設定されている場合のみ適用されます。

3. Recipientで、会議録画の参加者への電子メール通知を構成します。

a. 各電子メール通知タイプに対応するトグルボタンをクリックして、オンとオフを切り替え

ます。

メール通知 説明

受信者

招待されていない会議でアク

ションアイテムが割り当てられ

ました

招待されていない会議でアクションアイテムがユーザー

に割り当てられた後に、ユーザーに通知を送信する |
送信しない場合はオン |オフを切り替えます。

会議が公開されたら会議の

サマリーメールを受け取る

会議の録画が公開されたことを示す通知をユーザーに

送信 |送信しない場合は、オン |オフを切り替えます。

会議のサマリーが更新され、

オーナーによって送信された

ら、更新メールを受け取る

会議のサマリーが所有者によって更新されたことを示す

通知メールをユーザーに送信 |送信しない場合は、オ

ン |オフを切り替えます。

会議があなたと共有/共有解

除されたら通知メールを受け

取る

オン |オフにすると、会議の録画がユーザーと共有され

た |共有解除されたことを示す通知メールがユーザーに

送信されます |送信されません。

会議の録画準備完了 (ビデ

オ準備完了 )
会議の録画準備完了 (ビデオ準備完了 )を通知する

通知をユーザーに送信 |送信しない場合は、オン |オ
フを切り替えます。

サマリーがヘブライ語の場合

は、ヘブライ語のサマリーメー

ルテンプレートを使用します。

サマリーがヘブライ語の場合に使用するヘブライ語サマ

リー電子メールテンプレートのオン |オフを切り替えま

す。

公開時間の設定

Meeting Insightsでは、次の公開時間オプションがサポートされています。
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■ Auto Publishing: (デフォルト ) Meeting Insightsは、会議の終了後すぐに会議の録画を自

動的に公開します。

■ Manual Publishing:ユーザーは会議の録画を手動で公開する必要があります (会議の録

画のPublishボタンをクリックします)。

■ Delayed Publishing:Meeting Insightsは、会議の録画を終了後 3日 (72時間 )後に自動

的に公開します。

会議の録画の公開に関して、組織のユーザー向けに次のような設定を行うことができます。

■ 上記の公開オプションの1つをデフォルトとして選択します。

■ ユーザーが上記の公開オプションのいずれかを選択できるようにします。それ以外の場合

は、デフォルトの公開オプションのみが利用可能です。

■ 各ユーザーの現在選択されている公開オプションをデフォルト オプションにリセットします。

➢ 公開設定を構成するには:

1. 「User Settings」メニューで、User Preferencesオプションをクリックすると、「ユーザー設定」

ページが表示されます。

2. Meeting Publishing Settingsグループまで下にスクロールします。

3. 「Default Publishing Time」で、ユーザーのデフォルトの公開オプション (Auto Publishing、
Manual Publishing、またはDelayed Publishing (72 hours))を選択します。各オプションの

説明はこのセクションの冒頭にあります。

4. ユーザーが公開オプションを選択できるようにするには、Allow User To Select Publishing
Settings トグルボタンをクリックしてオンにします。公開オプションをユーザーに提供 (表示 )
せず、デフォルトの公開オプションのみを使用するようにしたい場合は、トグルボタンをクリッ

クしてオフにします。

5. ユーザーが優先公開オプションを選択できるようにしている場合 (ステップ 4のトグルボタン

をオンにするを参照 )、すべてのユーザーが現在選択している公開オプションを強制的に

- 104 -



章9ユーザー設定の構成 NexGen Meeting Insights |管理者ガイド

(上書きして)デフォルトの公開オプションに変更することができます (ステップ 3を参照 )。こ
れを有効にするには、「Reset all Users to Default Settings」チェックボックスをオンにします。

6. 設定を適用するには、Updateをクリックします。

● デフォルトの公開オプションを変更し、すべてのオプションがユーザーに利用可能 (つま

り、Allow User To Select Publishing Settings トグルボタンがオン)であるが、

「Reset all Users to Default Settings」チェックボックスがオフになっている場合 :
✔ 現在選択されているオプションが以前のデフォルト オプションではなかったユー

ザーの場合、選択されたオプションは保持されます (つまり、デフォルトに変更さ

れません)。
✔ 現在選択されているオプションが以前のデフォルト オプションであったユーザーの

場合、そのオプションは新しいデフォルト オプションに変更されます。

● デフォルトの公開オプションを変更し、すべてのオプションがユーザーに利用可能 (つま

り、Allow User To Select Publishing Settings トグルボタンがオン)で、「Reset
all Users to Default Settings」チェックボックスをオンにした場合、すべてのユーザーが

新しいデフォルト オプションに強制的に変更されます。

● ユーザーが公開オプションを選択できないようにした場合 (つまり、Allow User To
Select Publishing Settings トグルボタンがオフになっている場合)、公開オプション

はユーザーに表示されず、すべてのユーザーに同じ公開オプション (デフォルト )が設

定されます。
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10 AI設定

Meeting Insightsは、さまざまな人工知能 (AI)機能をサポートしています。

■ AIを活用した文字起こしの有効化と構成

■ AIを活用した Insightsの設定

■ 声紋の表示とリセット

■ AIを活用したカスタムテンプレートの表示と命名

AIを活用した文字起こしの有効化と構成

Meeting Insightsを有効にすると、AIを使用して会議の記録の文字起こしを作成できます。

AIを活用した文字起こし機能はデフォルトで有効になっています。

➢ AIを活用した文字起こしを構成するには:

1. 管理者設定メニューペインで、AI Settingsを展開し、次に Transcriptionをクリックします。

「文字起こし」ページが表示されます:

2. AIを活用した文字起こし機能をオンにするには、Transcription トグルボタンをクリックしま

す。

3. ユーザープロフィールを設定する際に選択できるようにする言語と方言を選択します( AIの
自動起動の有効化参照 ):

a. 「Languages」ペインで下向き矢印 をクリックします。ドロップダウンリストが表示され、

言語と方言が表示されます。
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b. 必要な言語と方言を選択すると、選択した言語と方言が「言語」ペインに追加され

ます。

c. 言語または方言を削除するには、「Languages」ペインで削除したい言語または方言

の アイコンをクリックします。

4. 会議録画のAIによる文字起こしをトリガーできるユーザーを構成します。

a. 「Transcription Activation」ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

◆ Meeting Owner -所有者または編集権限を持つユーザーのみがAIを活用した

文字起こしを起動できます。

◆ Anyone -会議の録画にアクセスできる誰でも AIによる文字起こしを有効化でき

ます。

AIを活用した Insights の設定

Meeting InsightsはAIを活用した Insightsをサポートします。

● AI Insights機能はデフォルトで有効になっています。

● AI Insights機能を無効にすると、管理者は古い会議のAIを表示できますが、新し

い会議をトリガーすることはできません。

➢ AIを活用した Insightsを構成するには:

1. 「AI Settings」メニューで、AI Insightsを選択します。

2. AI トグルボタンをクリックして、AIを活用した Insights機能をオンにします。

3. 「AI Activation」ドロップダウンから、会議録画のAI生成分析情報をトリガーできるユー

ザーを選択します。

● Anyone -会議の録画にアクセスできるすべてのユーザー (デフォルト )。

● Meeting Owner -所有者または編集権限を持つユーザーのみ。

4. 免責事項をカスタマイズするには:

a. 免責事項の言語に対応する鉛筆アイコンをクリックします。
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b. 免責事項のテキストを入力し、チェックアイコンをクリックします。

c. 免責事項のプレビューを表示するには、「免責事項のプレビュー」ドロップダウンリスト

から、免責事項を選択してください。

声紋の表示とリセット

管理者はユーザーの声紋と信頼度レベルを表示できます。管理者は声紋をリセットすること

もできます。

声紋鑑定は、既知の声と未知の声の聴覚およびインストルメンタルによる比較を使用し

てスペクトラグラムを解釈します。彼らは、スペクトログラフで録画された音の時間、周波

数、強度を調べます。ピッチ、方言、共鳴、呼吸パターン、その他の音声特性が登録さ

れます。

➢ ユーザーの声紋と信頼度レベルを表示するには:

1. 「声紋」ページを開きます (Admin Settings > AI Settings > Voiceprints)。

2. 各声紋とその(色分けされた)信頼度レベルを表示します。

● 赤 =声紋なし

● 黄色 =不十分

● 緑 =良い

➢ 声紋をリセットするには:

1. 「声紋」ページで、リセットする声紋を選択します。

2. Reset Voiceprintボタンをクリックすると、確認メッセージが表示されます。

3. 確認するには RESETをクリックします。
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AIを活用したカスタムテンプレートの表示と命名

AI を活用した要約に使用できるすべてのカスタムテンプレートのリストを表示できます。テンプ

レートの名前を変更して、ユーザーへの表示方法を制御することもできます。

カスタムテンプレートは、組織の特定の要件を満たすように設計されています。会議の要約が

標準形式に従う必要がある場合に特に役立ちます。たとえば、要約に「会議の議題」、「主

な懸念事項」、「望ましい目標」などのセクションを含めることができます。

テンプレートは通常、セクター(例：「営業」および「人事」) に割り当てられます。これらは、特

定のユーザープロフィールのユーザーに適したテンプレートを見つけて選択するのに役立つ論

理グループです。AI による要約を有効にし、ユーザープロフィールのテンプレートを選択するに

は、テンプレート ベースのAIを活用したサマリーの有効化を参照してください。

● テンプレート「Name」は管理者専用ですが、「Custom Name」を設定しないとエンド

ユーザーに表示されます。

● テンプレートの「Custom Name」は一意である必要があります。

➢ テンプレートを表示したり、カスタム名を変更するには:

1. Admin Settings メニューペインで、AI Settingsを展開し、次にCustom Templatesをクリック

します。リストにはすべてのカスタムテンプレートが表示されます。

2. テンプレートの名前を構成するには:

a. 必要なテンプレートに対応するアイコン をクリックすると、次のダイアログボックスが表

示されます。
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b. 「Custom Name」フィールドにテンプレートの名前を入力します。

c. Saveをクリックします。

AIを活用したライブラリテンプレートの表示と命名

AI を活用した要約に使用できるすべてのテンプレートのリストをテンプレート ライブラリで表示

できます。テンプレートの名前を変更して、ユーザーへの表示方法を制御することもできます。

ライブラリ内のテンプレートは AudioCodesによって事前に構築されており、ほとんどの組織で使

用できるように設計されています。テンプレートは通常、セクター(例：「営業」および「人事」)
に割り当てられます。これらは、特定のユーザープロフィールのユーザーに適したテンプレートを

見つけて選択するのに役立つ論理グループです。AI による要約を有効にし、ユーザー プロ

フィールのテンプレートを選択するには、テンプレート ベースのAI を活用したサマリーの有効化

を参照してください。

● テンプレート「Name」は管理者専用ですが、「Custom Name」を設定しないとエンド

ユーザーに表示されます。

● テンプレートの「Custom Name」は一意である必要があります。

➢ ライブラリテンプレートを表示したり、名前を変更したりするには:

1. Admin Settings メニューペインで、AI Settingsを展開し、Templates Libraryをクリックする

と、インストールされているテンプレートのリストが表示されます。
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2. テンプレートの名前を構成するには:

a. 必要なテンプレートに対応するアイコン をクリックすると、次のダイアログボックスが表

示されます。

b. 「Custom Name」フィールドにテンプレートの名前を入力します。

c. Saveをクリックします。
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11 監視

次の2つのメニューオプションが利用可能です。

■ 監査証跡

■ システムアクティビティログ

監査証跡

Meeting Insights には、Meeting Insights で実行された管理者およびユーザーのアクティビティを

将来の参照用に録画する「監査証跡」機能があります。

Meeting Insightsは監査ログ (監査証跡)を 1年間保持します。

➢ 監査証跡を監視するには:

1. 「Monitoring」メニューで、Audit Trailオプションをクリックします。

2. [オプション]ユーザーがシステム内で実行するアクション (アクセス、変更、ダウンロード、追

加、削除など)によってページをフィルターするには、Activityフィルターを選択します。より

効果的な管理のために、他のフィルターを選択して、ページから不要な情報を除外するこ

ともできます。たとえば、ユーザーグループのユーザープロフィールが変更された後、監査

証跡ページのActivityフィルターを使用すると、変更が行われた時刻、変更を行ったユー

ザー、どのユーザーグループのユーザープロフィールが変更されたか、どのプロフィールから

どのプロフィールに変更されたかなどの詳細を確認できます。
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● 全ユーザーのログイン/ログアウトがすべて録画されます。

● DeletedアクティビティはMeeting deletionアイテムにも関連付けられているため、こ

のアクティビティを選択すると、この項目も表示されます。

● Downloadedアクティビティは、Meeting DownloadedやRecap downloadedな

どのアイテムに関連付けられています。

● アクティビティAccessedに関連付けられたアイテムはありません。アクティビティはコン

テンツへの一般的なアクセスを意味します。そうでない場合は、アイテムは会議と会

議の件名を示します。

● アクティビティAdded | Deleted | Changedに関連付けられたアイテムは、たとえば

Participant | ActionItem | Highlight | EditPermissions | External shareなどです。こ

のアクティビティを選択すると、これらのアイテムが表示されます。

3. [オプション] Dateフィルターを選択します。カレンダーアイコンをクリックし、ポップアップカレン

ダーから月 |日 |年を選択します。この日付に行われたアクティビティのみがページに表示

されます (この日付に行われなかったアクティビティは除外されます)。

4. [オプション] Meeting Subjectフィルターを選択します。会議の件名を入力します。件名が

入力したテキストと一致する会議に関連付けられたアクティビティのみが表示されます (件
名がテキストと一致しない会議に関連付けられたアクティビティは除外されます)。

5. [オプション] Nameフィルターを選択します。ドロップダウン矢印をクリックし、表示される

「Search」フィールドにユーザーの名前を指定すると、そのユーザーに関連するエントリのみ

が表示されます。

アクティビティ、日付、会議の件名、名前など、複数のフィルターを適用できます。

6. Export to CSVオプションをクリックすると、監査証跡を CSV形式でエクスポートして、他の

ユーザーと簡単に共有できます。
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システムアクティビティログ

「システムアクティビティログ」ページを使用すると、管理者は、管理者操作 (グループの管理

者マッピングまたはユーザーの追加により追加されたライセンス) の後に発生するシステムアク

ティビティを表示できます。

ログに録画されたアクティビティは日時でフィルタリングできるため、その日時外に発生したシス

テムアクティビティは表示から除外されます。

Meeting Insightsはシステムアクティビティログを 6か月間保持します。

➢ システムアクティビティログをフィルタリングするには:

1. 「Monitoring」メニューで、System Activity Logオプションをクリックします。

2. (オプション)「Date and Time」の横にあるボックスをオンにしてすべてのログを選択します。す

べて選択解除するには、同じボックスをもう一度クリックします。

3. 1つのログを選択するか、各ログエントリの横にあるボックスをオンにして複数のログを選択

します。使用可能なログの合計数のうち、選択したログの数が表示されます。

4. (オプション)ページを「Date and Time」、「Log Type」または「Activity Type」の列でフィルター

するには、列ヘッダーをクリックします。

5. (オプション)期間別にページをフィルタリングします。MM /DD/YY - MM/DD/YYをクリック

し、ポップアップ表示されるカレンダーで開始日と終了日を選択します。

6. 「Log Description」列の下にあるログの行の「See Full List Of Users」リンクをクリックします。
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7. ログでは、たとえば、ライセンスにユーザーが追加された回数やライセンスから削除された

回数 (カウント )などを表示します。

8. (オプション)ページの右上隅にある Exportボタンをクリックし、形式プロンプトで Export to
Excelボタンをクリックします。
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12 統合

Meeting Insightsは、次のサードパーティアプリケーションと統合できます。

■ Microsoft Planner - Meeting Insights とMicrosoft Plannerの統合参照

■ Zoho - Meeting Insights と Zohoの統合参照

■ monday.com - Meeting Insights とmonday.comの統合参照

■ Salesforce顧客関係管理 ( CRM)プラットフォーム - Meeting Insights と Salesforceの統合

参照

Meeting Insights とMicrosoft Planner の統合

ここでの手順では、Microsoft Planner とMeeting Insightsを統合する方法を示します。

Microsoft Planner を統合する前に、ログインしているユーザーには、Meeting Insightsの
「管理者」権限とAzureの「テナント管理者」権限が必要です。

➢ Microsoft Planner を統合するには:

1. 「Settings」メニューの下にある Integrationsオプションをクリックします。

2. Send to Planner設定を有効にすると、次のMicrosoft管理者ログインプロンプトにリダイレ

クトされます。
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3. アカウントを選択してください。
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4. Acceptをクリックすると、プロンプトに示されているように、サインインしたユーザーのタスクと

タスクリストを作成、読み取り、更新、削除する権限をアプリに付与することになります。

「設定」ページにリダイレクトされます。Integrations タブをクリックして、有効になっているこ

とを確認します。

5. ライブ会議中にユーザーがMicrosoft Plannerにアクションアイテムを送信する次の例を参

考にしてください。

6. Action Items メニューをクリックします。

7. プランとバケットを選択し、Send to Plannerをクリックします。

Meeting Insights と Zohoの統合

ユーザー (ユーザープロフィールごと)がプロジェクト内の Zoho アカウントのタスクリストにアクショ

ンアイテムを送信できるようにMeeting Insightsを Zoho と統合するには、まず統合を有効にす

る必要があります。

➢ Zoho統合を有効にするには:

1. 管理者設定メニューペインで、Integrationsを展開し、Appsをクリックします。

2. Zoho トグルスイッチをクリックして統合をオンにします。
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3. 特定のユーザープロフィールに対して Zohoを有効にする(ユーザープロフィール参照 ):

a. Admin Settings メニューペインで、User Settingsを展開し、User Profilesをクリックしま

す。

b. 新しいユーザープロフィールを追加するか、既存のユーザープロフィールを編集しま

す。

c. 「権限」グループの下にある Zoho トグルボタンをクリックしてオンにします。

4. Applyをクリックします。
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Meeting Insights とmonday.com の統合

Meeting Insightsを組織のmonday.comアカウントと統合して、ユーザーがアクションアイテムを

monday.com (ワークスペース、ボード、グループ)に送信できるようにすることができます。

特定のユーザー(ユーザープロフィールごと) がmonday.com アカウントにアクションアイテムを送

信できるようにするには、Meeting Insights を monday.com と統合する必要があります。これ

は、monday.comプラットフォームにmonday.com用のMeeting Insightsアプリをインストールし、

ワークスペースを選択して、アプリに付与された権限を承認することによって行われます。

➢ Meeting Insights をmonday.com と統合するには:

1. 管理者設定メニューペインで、Integrationsを展開し、Appsをクリックします。

2. Mondayのトグルボタンをクリックします。

次のダイアログボックスが表示されます。

3. This URL リンクをクリックして、monday.comにMeeting Insightsアプリをインストールします。

monday.comにリダイレクトされます (monday.comのアカウントにまだログインしていない場

合は、ログインするように求められます)。
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Meeting Insightsアプリをインストールするには、管理者権限で monday.comにログイン

する必要があります。

- 122 -



章12統合 NexGen Meeting Insights |管理者ガイド

4. 次のいずれかのオプションを選択して、許可されたワークスペースを選択します。
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● All Workspaces：ユーザーが組織のmonday.comアカウント内の任意のワークスペース

にアクションアイテムを送信できるようにします。

● Specific Workspaces：ユーザーがアクションアイテムを特定のワークスペースにのみ送

信できるようにします。ドロップダウンリストから必要なワークスペースを選択します。

5. Installをクリックすると、monday.comのMeeting Insightsアプリのインストールが開始されま

す。インストールが完了すると、monday.comアカウントの「アプリの管理」ページでインス

トールされたアプリを確認できます。

6. アプリがmonday.comにインストールされたら、以下に示すようにValidateをクリックします。

Monday.comに再度リダイレクトされ、monday.comのMeeting Insightsアプリに付与され

た権限を承認します。
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さまざまな権限の説明を次の表に示します。

権限
タイ

プ

対象範

囲
説明 目的

プロ

フィール

情報を

読み取

る

読み

取り

プロ

フィール

認証されたユーザーの ID、名
前、メールを取得します。ユー

ザー固有のアクションを識別ま

たはパーソナライズするためによ

く使用されます。

OAuth 2.0認証のユー

ザーデータを取得しま

す。

すべて

のボー

ドデータ

を読み

読み

取り

ボード アイテム、グループ、列、更新、

構造などのデータをボードから

取得します。ボードのコンテンツ

を分析または表示するために必

Meeting Insightsが
ユーザーのUIに表示

できるようにします。
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権限
タイ

プ

対象範

囲
説明 目的

取る 要です。

ボード

のデータ

を変更

する

書き

込み

ボード アプリがアイテムを作成/更新し

たり、アイテムを移動したり、列

の値を変更したり、グループを

作成/削除したり、ボード構造

を変更したりできるようにしま

す。

Meeting Insightsが
ボード上のアクション項

目を更新できるように

します。

すべて

のワーク

スペース

データを

読み取

る

読み

取り

ワークス

ペース

アプリがワークスペース構造を一

覧表示してアクセスし、どのボー

ドがどこに属しているかを確認

できるようにします。データアク

セスを整理またはスコープ設定

するために重要です。

ワークスペースと、ワー

クスペースとボードの関

係を取得し、UIに表

示します。

アカウン

ト内の

ユー

ザーの

プロ

フィール

情報を

読み取

る

読み

取り

ユー

ザー

アカウント全体のユーザーデー

タ (ID、メール、名前 )へのアクセ

スを許可します。ユーザーをアイ

テムに割り当てたり、ユーザー

ベースのレポートを生成したり、

通知を送信したりするために必

要です。

アクションアイテム所有

者の電子メールと

monday.comユーザー

間の相関関係を許可

し、アクションアイテム

をボードに割り当てるこ

とができます。

アカウン

トに関

する一

般情報

を読む

読み

取り

アカウン

ト

プランの種類、階層、アカウント

IDなどの高レベルのアカウント

データへのアクセスを提供しま

す。機能の適格性チェックやレ

ポートに役立ちます。

OAuth 2.0認証プロセ

スに必要な権限。

7. Authorizeをクリックして権限を確認します。mondayのトグルボタンが自動的にオンにな

り、Meeting Insightsがmonday.comアカウントに統合されたことが示されます。
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8. 特定のユーザープロフィールに対してmonday.comを有効にする(ユーザープロフィール参

照 ):

a. Admin Settings メニューペインで、User Settingsを展開し、User Profilesをクリックしま

す。

b. 新しいユーザープロフィールを追加するか、既存のユーザープロフィールを編集しま

す。

c. Permissionsグループの下にあるmonday トグルボタンをクリックしてオンにします。

9. Applyをクリックします。

Meeting Insights と Salesforce の統合

Meeting Insightsを組織の Salesforceプラットフォームに統合することで、AIによって生成された

会議概要の力を活用できます。この統合により、ユーザーはアカウント オブジェクトなどの特
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定の Salesforce オブジェクトにサマリーを送信し、「ACompany」などの指定されたフィールドに

データを入力できます。これにより、営業会議の主要な議論ポイントに Salesforce 内で簡単

にアクセスできるようになり、機会が最新の状態に保たれ、営業効率が向上します。

● AIを活用した箇条書きのサマリーのみがSalesforceに送信されます。

● 次のSalesforceオブジェクトのみがサポートされます。

✔ アカウント

✔ Opportunity
● Meeting InsightsがAIを活用したサマリーを使用してSalesforceオブジェクト フィー

ルドを更新すると、新しいコンテンツが既存のコンテンツに追加されます。

● Salesforce統合を無効にすると、テナントの関連データと設定がすべて削除されま

す。

統合には次の主な手順が含まれます。

■ Salesforceの設定とMeeting Insightsに必要な情報の取得 ( Salesforceの設定と必要な

情報の取得参照 )。

■ Salesforceプラットフォームと統合するためのMeeting Insightsの構成 ( Salesforce統合のた

めのMeeting Insightsの設定を参照してください)。

Salesforce の設定と必要な情報の取得

組織の Salesforce プラット フォームと統合するように Meeting Insights を構成する前に、

Salesforceで次の操作を行う必要があります。

1. Meeting Insights との統合のための接続アプリを作成する - Salesforceで接続アプリを作成

するを参照してください。

2. Meeting Insightsに関する次の情報を取得します。

● Salesforce ドメインURL - Salesforce ドメインURLの取得。

● 接続されたアプリケーションのクライアント ID とクライアントの秘密鍵 - Salesforce接続

アプリのクライアント ID とシークレットの取得。

● Meeting InsightsがAIを活用した会議サマリーを送信できるアカウントおよび機会の

Salesforceオブジェクトのフィールド( API)名 - Salesforceオブジェクトフィールド (API)名
の取得。

Salesforce で接続アプリを作成する

接続アプリは、API と標準プロトコルを使用して外部アプリケーション (Meeting Insights など) を
Salesforce と統合できるようにするフレームワークです。

➢ 接続アプリを作成するには:

1. Salesforceアカウントにサインインします。

2. 右上隅にある歯車⚙アイコンをクリックし、Setupを選択します。

3. 左側のナビゲーションメニューで Appsを展開し、App Managerを選択します。
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4. New External Client Appボタンをクリックすると、「新しい接続アプリ」ページが表示されま

す。

5. Basic Informationを展開し、次の操作を行います。

● 「External Client App Name」フィールドに、接続されたアプリの名前を入力します。

● 「Contact Email」フィールドに、この統合の連絡先のメールアドレスを入力します。

6. API (Enable OAuth Settings)を展開し、次の操作を行います。

a. 「Enable OAuth」チェックボックスを選択します。

b. App Settingsの「Callback URL」フィールドに、以下のURLすべて、または地域に応じた

URLを入力します。

◆ EMEA: https://emea.meetinginsights.com/mi/redirect/salesforce

◆ オーストラリア: https://au.meetinginsights.com/mi/redirect/salesforce

◆ アメリカ大陸 : https://americas.meetinginsights.com/mi/redirect/salesforce

- 129 -



章12統合 NexGen Meeting Insights |管理者ガイド

c. OAuth Scopesで、右側のSelected OAuth Scopesペインのリストから次のスコープを選

択します。

◆ Full access (full)

◆ Manage user data via APIs (api)

◆ Perform requests at any time (refresh_token, offline_access)

d. Flow Enablementの下で、「Enable Client Credentials Flow」チェックボックスをオンにしま

す。

e. Securityの下で、次のチェックボックスをオフにします。

◆ 「Require secret for Web Server Flow」

◆ 「Require secret for Refresh Token Flow」

◆ 「Require Proof Key for Code Exchange (PKCE) extension for Supported
Authorization Flows」
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7. Saveをクリックすると、接続されたアプリが作成され、External Client App Manager リストに

表示されます。

8. 外部クライアント アプリマネージャーリストで、新しく接続されたアプリに対応する下向き

矢印をクリックし、ドロップダウンメニューから Edit Policiesを選択して、次の操作を行いま

す。

a. OAuth Policiesを展開します。

b. Plugin Policiesの「Permitted Users」ドロップダウンリストから、「All users can self-
authorize」を選択します。

c. OAuth Flows and External Client App Enhancementsで、「Enable Client Credentials
Flow」チェックボックスをオンにし、Salesforce管理者のメールアドレスを入力します。

d. App Authorizationの「Refresh Token Policy」では、Expire refresh token after specific
timeオプションを選択し、「Refresh Token Validity Period」フィールドに 24 と入力し、

「Refresh Token Validity Unit」を時間に設定することをお勧めします。つまり、ユーザー

がMeeting Insightsから Salesforceにログインすると、24時間後に再度ログインするだ

けで済みます。

9. Saveをクリックします。
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Salesforce ドメイン URLの取得

次の手順では、Meeting Insights を構成するために必要な組織の Salesforce ドメイン URL を
取得する方法について説明します。

➢ クライアント ID とシークレットを取得するには:

1. Salesforceアカウントにサインインします。

2. 右上隅にある歯車⚙アイコンをクリックし、Setupを選択します。

3. 左側のナビゲーションメニューで Company Settingsを展開します。次にMy Domainを選

択します。

ドメインURLは「Current My Domain URL」フィールドに表示されます。

Salesforce 接続アプリのクライアント ID とシークレットの取得

Meeting Insights統合用の接続アプリケーションを作成したら、Meeting Insightsの構成に必要

なクライアント ID とクライアント シークレットを取得できます。

➢ クライアント ID とシークレットを取得するには:

1. Salesforceアカウントにサインインします。

2. 右上隅にある歯車⚙アイコンをクリックし、Setupを選択します。

3. 左側のナビゲーションメニューで Appsを展開し、App Managerを選択します。

4. App Manager リストで、新しく接続されたアプリに対応する下向き矢印をクリックし、ドロッ

プダウンメニューから Viewを選択します。

5. Manage Consumer Detailsボタンをクリックします。
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確認コードがあなたのメールアドレスに送信されます。

6. 表示されたダイアログボックスの「Verification Code」フィールドにコードを入力します。

7. Verifyをクリックすると、クライアント IDが「Consumer Key」フィールドに表示され、クライアン

ト シークレットが「Consumer Secret」フィールドに表示されます。
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Salesforce オブジェクトフィールド (API)名の取得

次の手順では、アカウントのオブジェクトと機会のオブジェクトのフィールド名を取得する方法に

ついて説明します。これらは、Meeting Insights を構成するために必要な API フィールド名であ

る必要があります。

➢ オブジェクト フィールド名を取得するには:

1. Salesforceアカウントにサインインします。

2. 右上隅にある歯車⚙アイコンをクリックし、Setupを選択します。

3. 左側のナビゲーションメニューで Object Managerを選択し、オブジェクト (例 :アカウント )を
選択します。

4. Fields & Relationshipsをクリックし、必要なフィールドを検索します。次の例に示すように、

APIフィールド名は「Field Name」列に表示されます。

Salesforce 統合のためのMeeting Insightsの設定

Salesforce アカウントから必要な情報を取得したら( Salesforce の設定と必要な情報の取得

参照 )、Meeting Insightsを Salesforce と統合するように構成できます。

➢ Salesforce 統合用にMeeting Insights を構成するには:

1. 「Admin Settings」メニューで Integrationsを展開し、Appsをクリックすると、「統合」ページ

が表示されます。

2. Salesforceグループの下にあるトグルボタンをクリックして、Salesforce統合を有効にしま

す。
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次のダイアログボックスが表示されます。

3. Salesforce接続を構成します。

a. 「Domain」フィールドに、組織のSalesforceプラットフォームのドメインURLを入力しま

す。ドメインURLの取得については、Salesforce ドメインURLの取得を参照してくださ

い。

b. 「Client ID」フィールドに、Salesforce接続アプリのクライアント IDを入力します。クライア

ント IDの取得については、Salesforce接続アプリのクライアント ID とシークレットの取

得を参照してください。

c. 「Client Secret」フィールドに、Salesforce接続アプリのクライアント シークレット キーを入

力します。クライアントシークレットを取得するには、Salesforce接続アプリのクライアン

ト ID とシークレットの取得を参照してください。
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d. 「Environment Type」ドロップダウンリストから、展開のニーズに合った Salesforce環境を

選択します。

◆ Sandbox:このオプションを使用すると、ライブ Salesforceインスタンス (本番環境 )
に展開する前に、安全な環境でMeeting Insightsの統合をテストおよび検証で

きます。これにより、実稼働データに影響を与えることなく、構成と機能を検証で

きます。

◆ Production：このオプションを使用して、Meeting Insightsをライブ Salesforce環境

に直接展開します。

4. 「Salesforce object to update」の下にリストされている各 Salesforceオブジェクト (アカウント

または機会 )について、対応する「Salesforce Field to Update」列に Salesforceフィールド名

を入力します。これらは、Meeting Insightsが会議のサマリーを送信するフィールドです

(ユーザーが選択した場合 )。

● フィールド名はAPIフィールド名でなければなりません。APIフィールド名を取得する

には、Salesforceオブジェクトフィールド (API)名の取得を参照してください。

● フィールド名がSalesforceに表示されるものとまったく同じであることを確認します。

● 現在 Meeting Insightsでは、アカウントおよび機会のSalesforceオブジェクトのみが

サポートされます。

● Meeting InsightsがAIを活用したサマリーを使用してSalesforceオブジェクト フィー

ルドを更新すると、新しいコンテンツが既存のコンテンツに追加されます。

5. Submitをクリックします。

6. ユーザープロフィールに Salesforceを有効にする:

a. User Settings メニューを展開し、User Profilesをクリックします。

b. 新しいユーザープロフィールを追加するか、既存のユーザープロフィールを編集しま

す。

c. Permissionsグループの下にある Salesforce トグルボタンをクリックしてオンにします。
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7. Applyをクリックします。

サードパーティの会議アプリ向けのMeeting Insights ボット名と

通知のカスタマイズ

サードパーティアプリ (Zoom、外部組織が主催するMicrosoft Teams会議、Google Meetな
ど)が主催する会議の記録を有効にしている場合は、これらの会議に参加して記録する

Meeting Insightsボットの名前をカスタマイズできます。Google Meetでは、ボットが参加して録

画を開始したときに表示される通知メッセージをカスタマイズすることもできます。

ボット名を定義するときにプレースホルダー (変数またはテンプレート )を使用できます。これは、

Meeting Insights によって実際の値に置き換えられます。たとえば、ユーザーの名前が Bob の

場合、「<UserFirstName>'s Meeting Assistant」として定義されたボット名は「Bob's Meeting
Assistant」と表示されます。デフォルトのボット名は、「<UserFirstName>'s Meeting Assistant and
Recorder」です。
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Meeting Insightsを有効にしてサードパーティアプリで主催される会議を記録する方法の詳細

については、次のセクションを参照してください。

■ ユーザーが Zoom会議を録画できるようにする

■ ユーザーがGoogle Meet会議を録画できるようにする

■ ユーザーが外部のTeams会議を録画できるようにする

➢ Meeting Insights のボット名と録画通知をカスタマイズするには:

1. Admin Settings メニューペインで、Integrationsを展開し、UC Recordingをクリックします。

2. Zoom会議

- 138 -



章12統合 NexGen Meeting Insights |管理者ガイド

Zoomの「Bot Name」フィールドで、ボット名を設定します。サポートされているプレースホル

ダーを表示するには、iアイコンをクリックします。

3. Microsoft Teams 会議 :

MSFT Teams Hosted by Other Organizationsの「Bot Name」フィールドで、ボット名を構成

します。サポートされているプレースホルダーを表示するには、iアイコンをクリックします。

4. Google Meet 会議：

Google Meet下で:

● ボット名：Zoomの「Bot Name」フィールドで、ボット名を設定します。サポートされている

プレースホルダーを表示するには、iアイコンをクリックします。

● 録音通知メッセージ:「Bot Chat Notifications Message」フィールドに、Meeting Insights
ボットが会議に参加して記録するときにGoogle Meetチャット ウィンドウに表示する記

録通知メッセージを入力します。メッセージを表示したくない場合は、フィールド内の

すべてのテキストを削除します (つまり、空のフィールドになります)。

5. Applyをクリックします。
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13 スケジュールされた会議へのMIAの自動招待の

設定

管理者は、特定のユーザーまたはユーザーグループが主催するスケジュールされた Teams お
よび Zoom 会議に、Meeting Insights Assistant (MIA) を自動的に招待するように構成できま

す。ユーザーが会議をスケジュールすると、MIAが自動的に招待者リストに追加され、次の免

責事項 (例 )がすべての招待状の本文に追加されます。

免責事項：会議は録画されます

会議の主催者が会議の招待状を開いたときに、免責事項は会議の主催者には表示さ

れません。これは、会議招待状の他のすべての受信者に表示されます (招待状の本文

の上部 )。

スケジュールされた会議へのMIA の自動招待を構成するには、次の 3 つの手順を実行しま

す。

1. Microsoft 360管理者センターでメールが有効なセキュリティグループを追加します。方法

はこちらを参照してください。

メールルールの一部にできるのは、メールが有効なセキュリティグループのみです。

2. Exchange管理者センターで自動招待ルールを定義します。方法はこちらを参照してくだ

さい。

3. ルールをテストします。方法はこちらを参照してください。

メール対応セキュリティグループを追加する

以下の手順では、Microsoft 365管理者センターを通じてメールが有効なセキュリティグループ

を作成する方法に重点を置いています。

➢ メールが有効なセキュリティグループを追加するには:

1. Microsoft 365管理者センターで、Teams & groups > Active teams & groups > Security
Groups タブに移動します。
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2. 上記の「アクティブなチームとグループ」ページで、+ Add a mail-enabled security groupをク

リックします。

3. 上記の「基本設定」ページで、「Name」フィールドにMeeting Insights Users と入力し、後

で効果的に管理できるように「説明」を入力して、Nextをクリックします。
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4. 開いた「所有者の割り当て」ページで、+ Assign ownersをクリックします。

5. 右側にポップアップ表示されるリストから所有者を選択し、Addをクリックします。

6. 上記の「メンバーを追加」ページで、+ Add membersをクリックします。

7. グループに追加する個々のメンバーを選択し、Addをクリックします。
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8. 選択したメンバーが追加されたことを確認し、Nextをクリックします。

9. 「Group email address」フィールドにグループ名 (例 : MIGroup)を入力します。

10. Create groupをクリックします。
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11. Closeをクリックします。「アクティブなチームとグループ」ページにリストされている、新しく作

成されたメール対応セキュリティグループを表示します。

次に「自動招待」ルールをこちらに示されているように設定します。

自動招待ルールを設定する

以前に示されているようにメール対応セキュリティグループを追加した後、管理者は、

MicrosoftのExchange管理者センターから「自動招待」ルールを設定できます。Microsoft 360
管理者センターから Exchangeルールを構成するには、メッセージがカレンダーイベントであるこ

とや、Teams会議の場合は「Microsoft Teams会議」、Zoom会議の場合は「Zoom会議」とい

うテキストが含まれていることなど、特定の条件を定義する必要があります。

➢ 「自動招待」ルールを設定するには:

1. Microsoft 365管理者センター (メールが有効なセキュリティグループを追加した場所 )に
表示される管理センターの一覧から、Exchangeをクリックします。
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2. Exchange管理者センターで、Mail flow > Rulesに移動します。

3. 「ルール」ページで、+ Add a ruleをクリックします。
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4. 上の図を参考に、次のルール条件を設定します。

a. ルールの名前を設定します (例 : Auto Invite Mia)。

b. 2つのApply this rule if ドロップダウンから、それぞれ The message propertiesおよび

include the message typeを選択します。メッセージの種類として Calendaringを選択

します。

c. +をクリックします。2つのAnd ドロップダウンから、それぞれ The subject or bodyおよび

subject or body includes any of these wordsを選択します。単語としてMicrosoft
Teams 会議、Microsoft Teams、または Zoom会議に参加 と入力します。

d. +をクリックします。2つのAnd ドロップダウンから、それぞれ The senderおよび is a
member of this groupを選択します。前の手順で作成したグループを選択します。上

の図では、MIGroup@M365x97148389.onmicrosoft.comになります

5. 下にスクロールし、下の図を参考にしてルール条件の設定を続けます。

a. 2つのDo the following ドロップダウンから、それぞれ Apply a disclaimer to the
messageおよび prepend a disclaimerを選択します。

i. 免責事項については、組織に必要な免責事項を定義します。例 : 「免責事項 :
会議は録画されます」。

ii. 免責事項を挿入できない場合にフォールバックするアクションとして「折り返し」を

選択します。

b. +をクリックします。2つのAnd ドロップダウンから、それぞれ Add recipientsおよび to the
To boxを選択します。To boxの電子メールを定義します。

c. 2つのExcept if ドロップダウンから、それぞれ The messageおよび To or Cc box
contains this personを選択します。その人の電子メールアドレスを定義します。
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d. 2つのOr ドロップダウンから、それぞれ The subject or bodyおよび subject matches
these text patternsを選択します。テキスト パターン ^Canceledを定義します：

6. Nextをクリックします。
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7. ルール設定を次のように設定します。

a. 「Rule mode」はデフォルトのEnforceのままにします。

b. 「Severity」レベルのドロップダウンでは、必要に応じてこのフィルターを Not specifiedの

ままにするか、組織の要件に応じて設定します(レポートを使いやすくするため)。

c. 「Activate this rule on」を選択し、すぐに有効になるように設定します。

d. 「Match sender address in message」ドロップダウンから、Headerを選択します。

8. Nextをクリックします。
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9. これまでの説明どおりにすべての設定が構成されていることを確認し、Finishをクリックしま

す。

10. 新しく構成されたルール (以下の例では「Auto Invite Mia」)がExchange管理者センターに

リストされていることを確認します。

11. ルールを有効にします。
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すべてのユーザーに対してデフォルトで MIA自動招待を有効にすることをお勧めします。

会議を録画したくないユーザーは、録画を一時停止するか、MIA参加者を会議から削

除することができます。

次にこちらに示されているようにルールをテストします。

ルールをテストする

MIAの「自動招待」ルールが有効になるまでに最大 30分かかります。

管理者はMIAの「自動招待」ルールをテストして、期待どおりに機能することを確認できま

す。

➢ MIAの「自動招待」ルールをテストします。

1. 管理者のTeamsアプリにログインし、カレンダーを開いて + New meetingをクリックします。

2. 会議のタイトル(例：「MIA自動ルール -テスト」)を入力し、必要な出席者を追加しま

す。

- 150 -



章13スケジュールされた会議へのMIAの自動招待の設定 NexGen Meeting Insights |管理者ガイド

3. Sendボタンをクリックすると、ルールが有効になります。

4. Outlookで、招待状が届き、MIAが招待されたことを確認します。

Teams 会議のロビーの管理

管理者は、Microsoft Teams管理者センター (TAC)の「Meeting join and lobby」設定を使用し

て、会議に参加するユーザーを管理したり、Teams 会議のロビーを管理したりできます。

「Meeting join and lobby」の構成は、ポリシーに割り当てられているユーザーの会議に有効に

なる会議ポリシーの一部です。

[下図参照 ]
● 会議ポリシー設定に緑 (下記 )が設定されている場合、MIAはこのポリシーに割り当

てられているユーザーの会議ロビーをバイパスします。

● 会議ポリシー設定に赤 (下記 )が設定されている場合、MIAはこのポリシーに割り当

てられているユーザーの会議ロビーにルーティングされます。
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14 Power BI Analytics 使用状況レポートの作成

管理者は、Meeting Insights Analytics ダッシュボードを Microsoft Power Business Intelligence
(BI)に統合できます。

方法は以下のリンクを参照

1. Meeting Insightsで Power BI統合を有効にする( こちらを参照 )

2. Power BIをインストール|構成する (こちらを参照 )

3. レポートから使用状況統計を確認する( こちらを参照 )

4. Power BI統合を無効にする( こちらを参照 )

Meeting Insights で Power BI統合を有効にする

以下の手順は、管理者がMeeting Insightsで Power BI統合を有効にする方法を示していま

す。

● 管理者は、アプリケーションで統合が有効になっている場合にのみ統合を表示しま

す。

● これをお持ちでなく、ご希望の場合は、サービスプロバイダーにお問い合わせくださ

い。

➢ Meeting Insights で Power BI 統合を有効にするには:

1. Meeting Insightsで、統合ページを開きます。

2. 上図に示すスイッチを ONにスライドします。
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3. 上の図に示されている Downloadボタンをクリックして、Power BIレポート ファイル (.pbix)を
ダウンロードし、Power BIプラットフォームにアップロードします。

4. 資格情報をコピーしてステップ 5に進みます。詳しい手順については、こちらをご覧くださ

い。

インストール | Power BI Analytics の構成

ここで説明する手順は、Meeting Insights Power BI Analytics をインストール |構成する方法を

示しています。

前提条件

● Office 365 E5顧客アカウント、または個別のPower BI Proライセンスが添付された

任意のOffice 365ライセンスアカウント。

● Microsoft E5ライセンスには、Power BI Proライセンスが1つ含まれています。

➢ Power BI をインストール |構成するには:

1. https://app.powerbi.com/でMicrosoft Power BIポータルにサインインします。
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2. + New workspaceをクリックします。
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3. 新しいワークスペースの名前を入力し、Applyをクリックします。

4. ステップ 3こちらに示すように、Meeting Insightsの統合ページを使用してダウンロードした

Power BIレポート ファイル (.pbix)をインストールします。
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5. レポートの資格情報を設定するには、次の図を参照してください。こちらに表示されてい

る統合ページを使用して資格情報をコピーします。
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6. [推奨 ] Semantic modelの毎日の更新スケジュールを設定します。「Manage permissions」
のDirect accessオプションを使用してユーザーアクセスを割り当てることができます。

7. 「ワークスペース」ページに戻り、「Semantic model」アイテムのRefresh nowをクリックしま

す。
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レポートを使用して製品の使用状況統計を確認する

Meeting InsightsをMicrosoftのPower Business Intelligence (BI) と統合すると、管理者や経営

陣は、企業内のユーザーがMeeting Insights とその機能をどのように、どの程度利用している

かを示すビジネス分析レポートを作成できます。

下の図は、Usability Dashboardレポートを示しています。

● Usability Dashboardレポートは、管理者や経営陣に、Meeting Insightsとその主

要機能であるAIの価値提案を示すことができます。

● レポートの統計とグラフは管理者にユーザーがアプリケーションとその主要機能である

AIをどの程度、およびどれくらいの深度で使用しているかを知ることができます。

● レポートは、管理者に受け入れられるMicrosoft Power BIテンプレートで生成されま

す。

[前の図を参照 ] 管理者は、ページの左上隅で定義された期間内に、企業内で Meeting
Insights を使用して合計何回の会議が開催されたかを一目で確認できます。さらに管理者

は、AI を使用して分析された会議の数と分析されなかった会議の数を評価できます。さらに

管理者は、会議後にユーザーが実行した分析の数と、所有者が実行した分析の数をすぐに

確認できます。

管理者は、ページの右側にある User Table-AI Analyzed/Not Analyzed ペインで、ユーザーごと

にこれらの統計を表示できます。このペインには、ユーザーの順序付きリスト、定義された期間
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内に各ユーザーが行った会議の数、および各ユーザーが会議に費やした時間数が表示され

ます。

その下のMeetings by Ownersペインには、各所有者が開催した会議の数と、各所有者が会

議に費やした時間が表示されます。このペインには、すべての所有者が開催した会議の合計

数と、すべての所有者が会議に費やした合計時間数も表示されます。

下の図はMeetingsレポートを示しています。

[前の図を参照 ] 管理者は、ページの左上隅で定義された期間にわたって、ユーザーと所有

者が製品にどれくらいの深度で関与したかをすぐに測定できます。Meetings vs. Playbacksグラ

フには、組織内で開催された会議の数と実行された再生の数が表示されます。たとえば、再

生機能がほとんど利用されていない場合 (前の図のグラフに示すように、会議と再生の曲線

の間に大きなギャップがあることで示されます)、ユーザー | 所有者は会議を再生せずに製品

を表面的に使用する傾向があることを示している可能性があります。対照的に、再生機能

が最大限に活用された場合 ( 2 つの曲線が両方とも高い使用率を示している)、ユーザー |
所有者がそれを有効活用したことを示します。したがって、グラフは機能の有効性を示してい

ます。

Average Scheduled vs. Average Participants グラフには、会議に招待された招待者の数と、そ

れらの会議に積極的に参加した招待者の数が表示されます。これらの統計は製品の有効

性を示し、管理者や経営陣が投資から利益 (使用率 ) を得ているかどうかを評価するのに役

立ちます。

グラフMeetings over Time by Post Meeting Access では、時間の経過に伴う会議終了後の

録画にアクセスしたユーザーの数と割合が管理者に表示されます。このグラフも、製品の有効

性とユーザーがMeeting Insightsの機能をどの程度活用しているかを示しています。

Playback of Meeting by Ownerグラフは、会議の所有者がMeeting Insightの再生機能をどの

程度活用したかを示します。グラフには、所有者ごとの行動と、すべての所有者の合計行動

が表示されます。管理者は一目で次のことを判断できます:

■ 所有者の数と、所有者が実行する再生回数の比較
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■ 各所有者が行った会議の数と、各所有者が実行した再生回数の比較

下の図はAI Summaryレポートを示しています。

[前の図を参照 ] 管理者はこのレポートを使用して、一定期間にわたる AI Summary の使用

状況をグローバルおよび外部 | 内部ユーザーごとにすばやく確認できます。このレポートによ

り、管理者や経営陣は、Meeting Insights のAI Summary 機能が組織に提供しているメリット

を把握できます。

レポートのタイトルバーを使用すると、管理者は AI Summary (l-r から) のグローバル統計をす

ばやく確認できます。

■ % AI Summary from Meeting Insightsには、AI Summary機能が使用された会議の割合

が表示されます。前の例では、期間中に開催されたすべての会議の21%で AI Summary
機能が使用されました。

■ Meeting Insights - Meetingsには、期間中に開催されたMeeting Insightsの会議数が表

示されます。前の例では、41233回の会議が開催されました。

■ AI Summary Meetingsには、AI Summary機能が使用されたMeeting Insightsの会議の

数が表示されます。前の例では、この機能は 8762回の会議で使用されました。

■ Externalには、期間中に各ユーザーがMeeting Insightsを使用して行った外部会議の数

が表示されます。前の例では、すべてのユーザーがMeeting Insightsを使用して 15531件
の外部会議を開催しました。

■ Internalには、期間中に各ユーザーがMeeting Insightsを使用して行った内部会議の数

が表示されます。前の例では、すべてのユーザーがMeeting Insightsを使用して 25702件
の社内会議を開催しました。

レポートのメインペインでは、管理者は次の列 (l-rから)でユーザーごとのAI Summary使用状

況統計を確認できます。

■ Total Meetingsには、期間中に各ユーザーがMeeting Insightsを使用して行った会議の

合計数が表示されます。列は、会議数の多い順、または会議数の少ない順で並べ替え
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ることができます。管理者は、Meeting Insightsを使用して、組織内でどのユーザーが最も

多くの会議を行ったか、どのユーザーが最も少ない会議を行ったかを簡単に判断できま

す。

■ Externalには、ユーザーがMeeting Insightsを使用して行った外部会議の数が表示され

ます。列は、最大から最小、または最小から最大の順に並べ替えることができます。管理

者は、Meeting Insightsを使用して、外部会議を最も多く行ったユーザーと、最も少なく

行ったユーザーを簡単に判断できます。

■ Internalには、ユーザーがMeeting Insightsを使用して行った内部会議の数が表示されま

す。列は、最大から最小、または最小から最大の順に並べ替えることができます。管理

者は、どのユーザーが最も多くの社内会議を行ったか、どのユーザーが最も少ないかを簡

単に判断できます。

■ AI Summaryには、AIがトリガーされた会議の数 (期間中に開催された会議の合計数に

対する相対値 )が表示されます。

■ % AI by MIには、ユーザーごとにAI Summaryが生成された会議の割合が表示されます。

管理者は統計を使用して、期間中に各ユーザーが機能をどの程度使用したかを判断で

きます。

■ AI Exportedには、期間中にアクセス権を持つユーザーによって AIがエクスポートされた回

数が表示されます。

● 各列にはglobal usageも表示されます。

✔ % AI by MI列には合計パーセンテージが表示されます。

✔ その他の列には合計数が表示されます。

レポートの%GT of Edited by Userペインを使用すると、管理者はユーザーごとに、会議の数に

対するユーザーが実行した編集の割合を判断できます。これもまた、次のことを示している可

能性があります。

■ 各ユーザーがアプリの編集機能にどの程度、そしてどれくらいの深度で関与しているか

■ 編集機能に関するアプリの価値提案

■ 編集機能の観点から見たアプリのROI

■ 組織がサービスから得ている利益

レポートのEdited AI Insightsペインを使用すると、管理者は編集パターンを決定できます。前

の例では、箇条書きに対して 2%の編集が行われ、サマリーに対して 2%の編集が行われまし

た。たとえば、アクションアイテムはまったく編集されませんでした。これらのパターンは、次のこと

を示す指標としても役立ちます。

■ ユーザーがアプリにどの程度、そしてどれくらいの深度で関与しているか

■ アプリの価値提案

■ アプリのROI

■ 組織がサービスから得る利益
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Power BI 統合を無効にする

管理者はオプションで、Meeting Insights のMicrosoft Power Business Intelligence (BI) 分析を

無効にすることができます。

➢ Meeting Insights Power BI を無効にするには:

1. Meeting Insightsで、統合ページを開きます。

2. Power BIスイッチをオフにスライドすると、次の通知が表示されます。

3. DISABLEをクリックします。
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15 実用的な要約メールの有効化

管理者は、新しい Outlook Office プロバイダーを作成することで、アクションアイテムメールの

受信者がメール内でステータスを「Done」に設定できるようにすることができます(DONEボタンを

クリックすることによって)。

➢ 新しいOutlook Office プロバイダーを作成するには:

1. https://aka.ms/publishoamに進みます。

2. 会議の録画の送信先のユーザーと同じテナントに属する Teamsテナント管理者でログイ

ンすると、次の画面が表示されます。

3. New Providerをクリックすると、次の画面が表示されます。
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4. New Providerグループで、次のフィールドに入力します。

● 「Friendly Name」:プロバイダーの任意の名前を入力します (例 : 「be304qf4BE」)。

● 「Provider Id」: (読み取り専用 )この値は自動的に生成されます。AudioCodesに提供

してください。

● 「Sender email address from which actionable emails will originate」:アクションアイテム

メールの送信元となるMIAのメールアドレス (AudioCodesにより提供 )を入力します。

● 「Target URLs」:ユーザーがアクションアイテムメールで DONEをクリックしたときに呼び

出される URL (AudioCodesによって提供 )を入力します。

5. Scope of submissionグループで、Organizationオプションを選択します。

6. Additional informationグループで、通知先の他の人の電子メールアドレスを入力し、こ

の電子メール通知のメッセージを入力します。

7. 利用規約に同意し、Saveをクリックします。
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16 Meeting Insights データセキュリティについて

ネットワーク内のセキュリティ製品 (ファイアウォールなど) がMeeting Insights の正しい動

作を妨げないことを確認してください。スキャンと操作から除外するには、サービスの

FQDNと IPアドレスを適切なホワイトリストに追加します。

■ 暗号化 :保存時 (256ビット AES)および転送時 (256ビット SSL/TLS 1.2以降 )

■ Azure Open AI データのプライバシー: LLMのトレーニングにデータは使用されません (Azure
Open AIセキュリティ)

■ GDPR、CCPA、CPRA：準拠

■ 保持ポリシー:顧客の設定に応じた自動データ保持ポリシー

■ アプリユーザーアクティビティ:ユーザーアクティビティの監査証跡

■ 開発 : OWASPに準拠した安全なソフトウェア開発手法

■ ISO-27001および ISO27032：認定

■ データセキュリティ:

● 保存時に暗号化 (ディスクとストレージの暗号化 )

● 転送中に暗号化されたHTTPS接続

■ プラットフォーム/ホスティングのセキュリティ:

● MSFTセキュリティおよびコンプライアンスの推奨事項に従ったAzureサブスクリプション

■ アプリケーションセキュリティ:

● マネージド IDコンポーネント間認証

● Imperva Incapsula – Webアプリケーションセキュリティ、DDoS緩和など

■ 認証 :

● Microsoft Entra ID、Teams SSO
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